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特集①　かたの発　環境の祭典

体育室内

▽  ブース展示
 　 （地域、市民団体、
学校、企業など約
50団体が出展）

体育室ロビー

▽リサイクル家具などの抽選会　午後1時15分～
※ 家具などの展示は、2月4日（日）～10日（土）午
前10時～午後3時にリサイクルセンターで行い、
希望者が重複したものだけ、12日に抽選します。

▽工作体験・こどもコーナー
　ヨシを使った工作教室
　どんぐり、自然工作、リサイクル工作など

体育室 2階

▽親子で遊び楽しみながら環境を考えるコーナー

▽子ども向け環境アニメ上映

▽環境先進セミナー（各定員 60人）＝研修室 2
・ 第1セミナー「里山の保全」＝午前10時30分～、
大阪市立大学大学院理学研究科教授（植物園園
長）　岡田博さん
・ 第2セミナー「生駒市西畑地区の棚田・里山の再
生と創造」＝午後1時～、いこま棚田クラブ代表幹
事　出口育宏さん
・ 第 3セミナー「知っていますか
賞味期限～もったいない、まだ
食べられる～」＝午後2時 30
分～、辻学園栄養専門学校中央
研究室教授　広田孝子さん

と　き　2月12日（休日）午前9時30分～午後5時
ところ　星の里いわふね
問い合わせ　環境保全課（℡   892・0121）
全国モーターボート競争施工者協議会助成事業

第2回

　今年も昨年に引き続き、「環境
フェスタin交野」を開催します。
　環境を想う心から生まれた、
交野発の環境の祭典へぜひお越
しください。
実行委員会委員長　佐藤義也

　　　　メイン会場　［スポーツレクリエーションセンター］

広
田
孝
子
さ
ん
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天体研修センター

▽リサイクルグッズ製作

▽廃材を使った工作体験コーナー

▽  プラネタリウム「ポケットモンスター　
アドバンスジェネレーション  プラネタリウム  天空からの挑戦」
を無料上映＝10：00、11：00、13：00、14：00、15：00

炭焼き窯

▽竹炭焼き実演　午前9時30分～

第1パーキング

▽  燃料電池車試乗、ソーラーカー、ソ
ーラー汽車ポッポなど

▽  交野産農作物の頒布、環境にやさし
い飲食模擬店

　

21
世
紀
は
環
境
の
世
紀
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。環
境
の
こ

と
に
つ
い
て
幅
広
く
学
ぶ
た
め

「
か
た
の
環
境
講
座
」を
開
催
し

ま
す
。

と
き
・
内
容
・
講
師

▽ 

第
１
回　

２
月
17
日（
土
）午

後
２
時
〜

　

 「
暮
ら
し
の
中
の
環
境
問
題

入
門
」＝
お
お
さ
か
市
民
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表　

藤
永
の

ぶ
よ
さ
ん

▽ 

第
２
回　

３
月
３
日（
土
）午

後
２
時
〜

　

 「
食
の
安
全
を
環
境
問
題
の

視
点
か
ら
」＝
美
作
大
学
大

学
院
生
活
科
学
研
究
科
教
授

山
口
英
昌
さ
ん

▽ 

第
３
回　

３
月
10
日（
土
）午

後
２
時
〜

　

 「
水
に
流
せ
な
い
水
の
お
話

し
（
地
下
水
問
題
と
大
和
川

の
調
査
か
ら
）」＝
大
阪
市
立

大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
助

教
授　

益
田
晴
恵
さ
ん　

▽ 

第
４
回　

３
月
17
日（
土
）午

後
２
時
〜 か

た
の
環
境
講
座

屋外会場

メイン会場前

サブ会場

会場配置図（星の里いわふね）

　

 「
大
気
環
境
と
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
」＝
摂
南
大
学
薬
学
部
教

授　

宮
田
秀
明
さ
ん　

※ 

第
２
回
の
み
、
午
後
１
時
か

ら
植
物
園
観
察
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

※ 

１
回
だ
け
の
受
講
も
で
き
ま

す
。

と 

こ
ろ　

大
阪
市
立
大
学
理
学

部
付
属
植
物
園
研
究
棟
１
階

講
義
室（
私
市
２
０
０
０
）

定　

員　

各
60
人

受 

講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
植

物
園
の
入
園
料
３
５
０
円
は

毎
回
必
要
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

２

月
１
日（
木
）か
ら
環
境
保
全

課（
℡  
８
９
２
・
０
１
２
１
） 同植物園の研究棟

駐車場には限りがありますので、
できるだけ、徒歩・自転車・公共交
通機関をご利用ください。
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特集②　決算報告

　

17
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、

歳
入
総
額
が
２
５
３
億
５
３
３ 

万
７
千
円
、
歳
出
総
額
が
２
５
２ 

億
３
５
１
万
１
千
円
と
な
り
、差
し

引
き
額
は
１
億
１
８
２
万
６
千
円

で
し
た
。
そ
の
中
か
ら
翌
年
度
へ

繰
り
越
す
財
源
３
７
９
９
万
５
千

円
を
引
い
た
実
質
の
収
支
額
は

６
３
８
３
万
１
千
円
の
黒
字
で
し

た
。

　

歳
入
で
は
、
税
制
改
正
の
影

響
で
市
税
が
、
前
年
度
に
比
べ

１
億
５
９
７
０
万
５
千
円
増
加

し
ま
し
た
が
、
三
位
一
体
改
革

一般会計歳入（千円）
項　目 17年度 前年度 対前年度 対前年比

市　税 9,020,429 8,860,724 159,705 101.8%
地方譲与税・利子割交付金 537,030 419,797 117,233 127.9%
地方交付税 3,137,190 3,557,527 △420,337 88.2%
分担金及び負担金 299,980 227,948 72,032 131.6%
使用料及び手数料 207,967 195,340 12,627 106.5%
国庫支出金 1,572,105 1,723,746 △151,641 91.2%
府支出金 963,684 829,028 134,656 116.2%
財産収入 315,103 590,125 △275,022 53.4%
繰入金 954,239 170,000 784,239 561.3%
市　債 5,062,590 4,641,972 420,618 109.1%
その他 3,235,020 2,720,590 514,430 118.9%

合　計 25,305,337 23,936,797 1,368,540 105.7%
※ 市債のうち、17年度は約25億8千万円、前年度は約25億5千万円が借換
債で、それぞれ当該年度の歳出に同額計上されています。

※ その他のうち、17年度は15億円、前年度は10億円が市土地開発公社へ無
利子短期貸し付けを行なった返還金です。

歳入（収入）253億533万7千円

の
影
響
な
ど
で
地
方
交
付
税
が

４
億
２
０
３
３
万
７
千
円
減
少
し

ま
し
た
。ま
た
、17
年
度
は
財
産
売

払
い
収
入
が
な
か
っ
た
た
め
、
財

産
収
入
が
２
億
７
５
０
２
万
２
千

円
減
少
し
ま
し
た
。そ
の
他
、
繰
入

金
９
億
５
４
２
３
万
９
千
円
の
う

ち
、
市
の
貯
金
で
あ
る
基
金
の
取

り
崩
し
額
を
７
億
８
千
万
円
増
の

９
億
５
千
万
円
と
し
た
こ
と
で
歳

入
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
土
地
開
発
公
社
経

営
健
全
化
に
基
づ
く
用
地
の
買
い

戻
し
や
勧
奨
退
職
者
の
増
加
に
伴

う
退
職
手
当
の
増
加
な
ど
、
臨
時

的
な
大
き
な
歳
出
が
あ
り
ま
し
た

が
、
不
足
し
た
歳
入
を
基
金
の
取

り
崩
し
で
お
ぎ
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
黒
字
を
維
持
し
た
決
算
と
な
り

ま
し
た
。

　

基
金
（
貯
金
）
を
取
り
崩
し
て

の
決
算
が
恒
常
化
し
な
い
よ
う

に
、
引
き
続
き
財
政
の
健
全
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

財
政
課
（
℡
８
９ 

２
・
０
１
２
１
）

一
般
会
計
の
決
算

▽  市税が 6 年ぶりに
対前年度増加

▽  三位一体の改革で
地方交付税が減少

▽  歳入不足をおぎなう
ため、基金（市の貯
金）を取り崩し、繰入
金が大幅に増加

17 年度の決算
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一般会計歳出（千円）
項　目 17年度 前年度 対前年度 対前年比

議会費 283,639 294,103 △10,464 96.4％
総務費 2,980,268 2,795,963 184,305 106.6％
民生費 5,704,047 5,523,264 180,783 103.3％
衛生費 1,953,294 1,940,151 13,143 100.7％
土木費 2,358,428 1,897,546 460,882 124.3％
消防費 717,540 634,657 82,883 113.1％
教育費 2,475,476 2,478,085 △2,609 99.9％
公債費 6,425,852 6,530,458 △104,606 98.4％
諸支出金 2,166,994 1,677,095 489,899 129.2％
その他 137,973 126,137 11,836 109.4％
合　計 25,203,511 23,897,459 1,306,052 105.5％

※ 公債費のうち17年度の約25億8千万円、前年度の約25億5千万円は、
借換債で、それぞれ当該年度の歳入に同額計上されています。

※ その他のうち、17 年度の 15 億円、前年度の 10 億円は、市土地開発
公社への無利子短期貸し付けで、歳入に同額計上されています。

歳出（支出）252億351万1千円

17年度会計別決算の状況（千円）

区　分 一般会計 国民健康保険
特別会計

下水道事業
特別会計

交通傷害補償
特別会計

老人保健
特別会計

介護保険
特別会計

歳入合計 25,305,337 5,674,640 1,867,143 13,538 4,828,196 3,382,397
歳出合計 25,203,511 5,667,090 2,784,085 10,293 4,798,892 3,325,685
差し引き 101,826 7,550 △916,942 3,245 29,304 56,712
実質収支 63,831 7,550 △916,942 3,245 29,304 56,712

18年度会計別予算執行状況（18年9月末現在、千円）
区　分 予算現額 収入済額（執行率） 支出済額（執行率）

一般会計 21,387,640 11,254,533（52.6％） 10,251,772（47.9％）
国民健康保険特別会計 6,569,701 2,173,256（33.1％） 2,713,234（41.3％）
下水道事業特別会計 2,757,327 790,871（28.7％） 1,613,867（58.5％）
老人保健特別会計 4,641,114 2,096,782（45.2％） 2,111,757（45.5％）
介護保険特別会計 3,366,091 1,652,431（49.1％） 1,413,516（42.0％）
公共用地先行取得事業特別会計 1,002,835 0（0％） 0（0％）

合　計 39,724,708 17,967,873（45.2％） 18,104,146（45.6％）

市税の内訳（千円）
市民税（個人・法人） 4,248,669
固定資産税 3,561,607
都市計画税 806,524
市町村たばこ税 337,973
軽自動車税 65,656

合　計 9,020,429

市の財政状況を示す各種指数
財政力指数（3年平均） 0.70 
経常収支比率（17年度） 98.9%
実質公債費比率（3年平均） 17.3%

市債（借金）残高（千円）
一般会計債 35,374,607
下水道事業債 10,111,494
介護保険会計債 196,652

合　計 45,682,753
※水道分は除きます。
※ 上記の他、土地開発公社に 246 億
1,700 万円の借り入れがあります
（17年度末、短期借り入れを除く）。

基金（貯金）残高（千円）
一般会計基金 3,026,099
※複数の基金の合計額です。

 財政状況を示す各種の指数とは

▽財政力指数
　この数値が１を超えるか、1に近いほど財源に余裕がある。

▽経常収支比率
　 固定的な収入に占める支出の割合。100％に近いか、100％を超えると
弾力的な財政運営ができなくなる。

 ▽実質公債費比率
　 標準的な支出に占める借金の返済額の割合。25％を超えると新たな借
金に制限がかかる。

３つの指数とも、市の財政状況の苦しさを表しています

▽  土地開発公社の経
営健全化への経費、
扶助費関係の経費
が引き続き増加

▽ 定年前の早期退職
者増加により、人件
費（退職金）が増加
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交通傷害補償特別会計（市民課）

　歳入総額が 1,353 万 8 千円、歳出総額が 1,029 万 3 千円で、差し引き額は 324 万 5千円でした。
　17年度末の交通傷害保険の加入者は 9,663 人で、保険給付額は 278万円でした。
※この事業は、17年度に廃止となりました。

老人保健特別会計（国民健康保険課）

　歳入総額が 48 億 2,819 万 6 千
円、歳出総額が 47 億 9,889 万 2
千円で、差し引き額は 2,930 万 4
千円でした。
　歳出総額の 99%を占める医療
費は、費用額から自己負担額を差
し引いた額などです。なお、医療
費には支払基金、国、府、市の負担
割合が定まっており、それぞれの
負担額が歳入となります。
　また、平均受給者数は 6028 人
（3.52% 減）で、1 人当たりの費
用 額 は 85 万 7928 円（1.54%
増）、公費負担額は 78万 5009 円
（2.9%増）でした。

各
特
別
会
計
の
決
算

特集②　決算報告

歳　入
48 億 2,819 万

6 千円

歳　出
47 億 9,889 万

2 千円

支払基金交付金
2,830,129（58.7%）

国庫支出金
1,257,103（26.0%）

府支出金
326,049（6.8%）

繰入金
353,770（7.3%）

諸収入
40,878（0.8%）

繰越金
20,267（0.4%）

医療費
4,748,511（99.0%）

諸支出金
25,148（0.5%）

総務費
25,233（0.5%）

各項目の単位：千円

国民健康保険特別会計（国民健康保険課）

　歳入総額が 56 億 7,464 万円（2.41%
増）、歳出総額56億6,709万円（1.85%増）
で、差し引き額は 755 万円でした。
　主な歳入は、保険料 22億 4,307 万 4
千円、国庫支出金 14 億 3,061 万円、療
養給付費交付金が11億6,915万3千円、
府支出金及び繰入金などが 8億 3,180
万 3千円でした。
　主な歳出は、保険給付費 37 億 9,820
万 7 千円、老人保健拠出金 12億 3,581
万 7 千円、介護納付金 3 億 4,804 万 6
千円、総務費などが 2億 8,502 万円で
した。
　また、17 年度末の国民健康保険加入
者は 2万 4,186 人（1.06% 増）、加入世
帯は 1万 2,735 世帯（2.82%増）で、医
療費の 1人当たりの費用額は一般保険
者で 20万 2,493 円（4.38%増）でした。

歳　入
56億 7,464 万円 保険料

2,243,074（39.5%）
療養給付費交付金
1,169,153（20.6%）

府支出金
207,913（3.7%）

一般会計繰入金
519,607（9.2%）

共同事業交付金
93,337（1.6%）

その他収入
10,946（0.2%）

老人保健拠出金
1,235,817（21.8%）

前年度繰上充用金
22,855（0.4%）

共同事業拠出金
95,766（1.7%）

各項目の単位：千円

歳　出
56億 6,709 万円

国庫支出金
1,430,610（25.2%）

保険給付費
3,798,207（67.0%）

介護納付金
348,046（6.1%）

総務費
159,766（2.8%）

その他支出金
1.304（0.1%）

保健事業費
5,344（0.1%）
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下水道事業特別会計（下水道課）

　歳入総額が 18 億 6,714 万 3
千円、歳出総額が 27 億 8,408
万 5 千円で、差し引き額は 9億
1,694 万 2 千円の赤字でした。
　主な歳入は、使用料及び手数
料 10億 7,446 万 5千円、繰入
金 5 億円、市債 2 億 5,050 万
円でした。
　主な歳出は、汚水処理費及
び建設負担金等 5億 7,129 万
9千円、工事及び設計委託料等
6,415 万 5千円、人件費・料金
徴収事務委託料など1億6,055
万 6千円でした。

介護保険特別会計（高齢介護課）

　歳入総額が 33 億 8,239 万 7 千円、歳出総額 33 億
2,568万5千円で、差し引き額は5,671万2千円でした。
　歳入では、65歳以上の人の介護保険料の徴収率は
98.66％でした。歳出では、介護サービスに使われた費
用は 4.6％増加しました。

歳　入（千円）
項　目 決算額

介護保険料（65歳以上の人） 540,444
国庫介護給付負担金① 646,700
国庫調整交付金 31,606
支払基金介護給付費交付金②
（40～ 64歳の人の介護保険料） 988,395

府介護給付費負担金③ 388,301
市介護給付費繰入金 382,484
その他（国庫補助金・前年度繰越金など） 404,466

合　計 3,382,397
※ ①②③は、概算受領額のため、翌年度精算となります。

歳　出（千円）
項　目 決算額

介護給付諸費小計（介護サービスのための費用） 2,991,421

要介護 1～ 5
の人が対象

居宅介護サービス給付費（福祉用具購入・住宅改修費を含む） （1,504,055）
施設介護サービス給付費 （1,263,963）
居宅介護サービス計画給付費（ケアプランの費用） （114,591）

要支援の人
が対象

居宅支援サービス給付費（福祉用具購入・住宅改修費を含む） （84,838）
居宅支援サービス計画給付費（ケアプランの費用） （23,973）

特定入所者介護サービス費（施設などでの食費・居住費） 35,721
高額介護サービス費（利用料が一定額を超えた場合に返ってくる費用） 32,079
その他（審査支払手数料・基金積立金・総務費など） 266,461

合　計 3,325,685

交野市でも一層の高齢化が進展
　17 年度末での 65 歳以上の人口は、1 万
3,216 人で、前年度末（1万 2,341 人）から、
7.09％増加しました。
　また、全人口のうちの 65 歳以上の人の割
合を表す高齢化率は 16.74％となり、前年度
末（15.71％）から、1.03 ポイント増加して
います。

市内在住で要介護（支援）認定者の実人数
16年度末（人）17 年度末（人）

要支援 361 352
要介護 1 844 947
要介護 2 265 271
要介護 3 215 231
要介護 4 224 233
要介護 5 186 210
合　計 2,095 2,244

歳　入（千円）
項　目 17年度 前年度 対前年度 対前年比

使用料及び手数料 1,074,465 998,153 76,312 107.6％
国庫支出金 6,000 8,000 △2,000 75.0％
繰入金 500,000 600,000 △100,000 83.3％
諸収入 36,178 13,938 22,240 259.6％
市債 250,500 269,800 △19,300 92.8％

合　計 1,867,143 1,889,891 △22,748 98,8％

歳　出（千円）
項　目 17年度 前年度 対前年度 対前年比

下水道費 856,574 905,686 △49,112 94.6％
公債費 905,201 885,922 19,279 102.2％
予備費 0 0 0 0.0％
前年度繰上充当金 1,022,310 1,120,593 △98,283 91.2％

合　計 2,784,085 2,912,201 △128,116 95,6％
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特集③　楽しく生涯学習

文化・スポーツ教室
参加者募集

文化教室
教室名 定　員 と　き ところ 講　師 参加費

成人木彫り教室 25 人 第 1・3火曜日
19:00 ～ 21:00

青年の家

平研さん
手島康夫さん

前半分
6,500 円

後半分
7,800 円

手編み教室

（土曜） 30人 第 1・3土曜日
14:00 ～ 16:00

兵藤純子さん
新治満智子さん
松尾きみえさん

（初心者） 30人 第 2・4水曜日
10:00 ～ 12:00

（経験者） 30人 第 2・4水曜日
13:00 ～ 15:00

（星田西） 20人 第 1・3水曜日
10:00 ～ 12:00

星田西
体育施設

兵藤純子さん
在田恭子さん

水彩画教室

（初心者） 25人 第 2・4木曜日
10:00 ～ 12:00

青年の家

楠元捷司さん

（経験者 1） 25人 第 2・4木曜日
13:00 ～ 15:00 春木直子さん

（経験者 2） 25人 第 2・4木曜日
13:00 ～ 15:00 丹野順子さん

油絵教室 20 人 第 2・4水曜日
10:00 ～ 12:00

南郷達史さん
森本嘉郎さん

トールペイント
教室

（初心者） 20人 第 2・4水曜日
10:00 ～ 12:00

西島奈穂子さん（経験者 1） 20人 第 1・3金曜日
10:00 ～ 12:00

（経験者 2） 20 人 第 2・4金曜日
10:00 ～ 12:00

着物着付教室Ⅰ 20 人 毎週金曜日
10:00 ～ 12:00

武道館

野田文代さん
川勝ひろみさん

8回分
5,200 円

いけ花（日本未生流）教室Ⅰ 20 人 第 1・3水曜日
19:00 ～ 20:30 小川悦子さん 10回分

15,500 円

茶道（表千家流）教室Ⅰ 20 人 第 2・4土曜日
10:00 ～ 12:00 合田和子さん 10回分

9,000 円
※応募多数の場合は抽選します。応募者が定員の半分未満の場合は開講しません。
※いけ花教室はお花代、茶道教室はお茶・菓子代が参加費の中に含まれています。

交
野
市
私
部
２

－

29

－

１

㈶
体
育
文
化
協
会

　
　
「
文
化
教
室
」
係 

行

576-0052

《往信》
何
も
書
か
な
い
で

く
だ
さ
い
。

①希望教室名
②郵便番号
　住所
③氏名
　（ふりがな）
④電話番号

申
し
込
み
者
住
所

申
し
込
み
者
氏
名　

様

576-□□□□

《返信》

期　間　4月～ 20年 3月（8月は休講）
対　象　市内在住・在勤の人
申 し込み　2月 6日（火）～ 16 日（金）
〈消印有効〉に、往復はがきに必要事項
を記入（右図参照）し、　㈶体育文化協
会「文化教室」係

問 い合わせ　青年の家窓口（℡ 892・
7721）

【往復はがき記載例（はがきを開いた状態）】

19 年
度
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スポーツ教室
教室名・講師 定　員 と　き ところ 対　象 参加費

子ども体育教室 1
小川淑子さん 30人 毎週水曜日

15:15 ～ 16:30
第 1児童
センター 小学

1・2年生
前半分 5,500 円
後半分 6,600 円子ども体育教室 2

吉永美津子さん 30人 毎週水曜日
15:45 ～ 17:00

星田西
体育施設

幼児体育教室
米永富美子さん、島津知佳さん 20人 毎週水曜日

16:00 ～ 17:00 青年の家 4・5歳児 前半分 7,500 円
後半分 9,000 円

親子体育教室
松田京子さん、新谷理恵さん 20組 毎週火曜日

10:30 ～ 11:30 青年の家 2・3歳児
の親子

前半分 15,000 円
後半分 18,000 円

ジュニア器械体操教室Ａ
松田京子さん、植屋正美さん 35人 毎週土曜日

9:10 ～ 10:20

青年の家

小学生（初
めて参加す
る人は Aク
ラスからス
タート）

前半分 7,500 円
後半分 9,000 円

ジュニア器械体操教室B
米永富美子さん、松田京子さん 35人 毎週土曜日

10:25 ～ 11:35
ジュニア器械体操教室C
米永富美子さん、福本麻衣さん 35人 毎週土曜日

11:40 ～ 12:50
女性体育教室 1
青山香織さん 60人 毎週木曜日

10:00 ～ 12:00 いきいき
ランド交野

18歳以上
の女性

女性体育教室 2
米永富美子さん 60人 毎週金曜日

10:00 ～ 12:00
女性体育教室 3
吉永美津子さん 50人 毎週木曜日

10:00 ～ 12:00
星の里
いわふね

女性体育教室 4
竹平富美子さん 40人 毎週水曜日

10:00 ～ 12:00
星田西
体育施設

女性体育教室 5
藤原稔子さん 30人 毎週水曜日

10:00 ～ 12:00
第 1児童
センター

壮年レクリエーション教室 1
松田京子さん 60人 毎週月曜日

10:00 ～ 12:00
いきいき
ランド交野

壮年の人

壮年レクリエーション教室 2
松村君枝さん 60人 毎週水曜日

13:00 ～ 15:00
壮年レクリエーション教室 3
福井隆子さん 60人 毎週金曜日

13:00 ～ 15:00
壮年レクリエーション教室 4
藤原稔子さん 50人 毎週月曜日

10:30 ～ 12:30
星の里
いわふね

エアロビクス教室
平井真裕子さん 50人 毎週木曜日

13:15 ～ 14:35
いきいき
ランド交野 18歳以上

の女性さわやか体操教室
長谷川和子さん 40人 毎週木曜日

10:00 ～ 12:00
星田西
体育施設

健康ウオーク教室
福井隆子さん 30人 月 2回水曜日

10:00 ～ 12:00 武道館

18歳以上
の人

前半分 4,000 円
後半分 4,800 円

気功教室
八牧玲子さん 50人 毎週水曜日

13:00 ～ 15:00
いきいき
ランド交野

前半分 7,500 円
後半分 9,000 円

真向法教室
大谷肇さん、竹綱芽生さん
出水幸子さん

50人 毎週木曜日
10:00 ～ 12:00 青年の家

太極拳教室
松田日佐子さん、栗原陽子さん
柴坂貴美子さん、浦上恒子さん

60人 毎週水曜日
14:00 ～ 15:30 武道館

期　間　4月～ 20年 3月（8月は休講）
対　象　市内在住・在勤の人
※表中の対象年齢は、19年 4月 1日現在の年齢です。
申し込み

▽青年の家、武道館、いきいきランド交野で開講の教室＝ 2月 19日（月）に青年の家

▽星の里いわふねで開講する教室＝ 2月 19日（月）に星の里いわふね

▽  星田西体育施設、第 1児童センターで開講の教室＝ 2月 20日（火）に教室を開講する場所
※定員に満たない場合は、以後、随時受け付けます（休館日を除く）。
問い合わせ　青年の家窓口（℡   892・7721）
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19年度の税の改正

　

19
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
主
な

税
の
改
正
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

① 

市
・
府
民
税
の
所
得
割
税
率
が

３
段
階
か
ら
一
律
10
％
へ

　

所
得
税
か
ら
住
民
税
へ
の
税
源

移
譲
に
と
も
な
い
、
個
人
の
市
・

府
民
税
の
所
得
割
税
率
が
、
所
得

の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
10
％

（
市
民
税
６
％
、
府
民
税
４
％
）
に

変
わ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
多
く

の
人
の
市
・
府
民
税
が
増
額
に
な

り
ま
す
。（
表
①
の
と
お
り
）

　

こ
の
改
正
は
、
19
年
６
月
の
徴

収
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

② 

所
得
税
（
国
税
）
の
税
率
が
４

段
階
か
ら
６
段
階
へ

　

①
の
改
正
に
と
も
な
い
、
所
得

税
の
累
進
税
率
が
19
年
分
か
ら

６
段
階
に
改
正
さ
れ
ま
す
。こ
れ

に
よ
り
、
多
く
の
人
の
所
得
税
が

減
額
に
な
り
ま
す
。（
表
②
の
と
お

り
）

　

こ
の
改
正
が
適
用
さ
れ
る
時
期

は
、次
の
と
お
り
で
す
。

⑴ 

給
与
所
得
者
は
、
19
年
１
月
以

降
の
給
与
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ

る
所
得
税
か
ら

⑵ 

年
金
受
給
者
は
、
19
年
２
月
以

降
の
年
金
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ

る
所
得
税
か
ら

⑶ 

営
業
な
ど
の
事
業
所
得
者
は
20

年
３
月
の
確
定
申
告
時
に
納
税

す
る
所
得
税
か
ら

③  

市
・
府
民
税
と
所
得
税
の
人
的

控
除
額
の
差
に
基
づ
く
調
整
控

除
の
創
設

　

市
・
府
民
税
に
お
け
る
扶
養

控
除
な
ど
の
人
的
控
除
額
は
所
得

税
に
比
べ
少
な
く
、
同
じ
所
得
金

額
で
も
課
税
標
準
額
が
所
得
税
よ

り
多
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ

の
た
め
、
市
・
府
民
税
の
税
率
を

10
％
に
引
き
上
げ
た
場
合
、
所
得

税
の
税
率
を
引
き
下
げ
た
だ
け

で
は
税
負
担
が
増
え
て
し
ま
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
人
的
控
除
額
の
差
に

よ
る
負
担
増
を
調
整
す
る
減
額
措

置
と
し
て
調
整
控
除
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。（
表
③
の
と
お
り
）

　

こ
の
よ
う
に
、
今
回
の
税
源
移

譲
に
あ
た
っ
て
は
、
個
々
の
納
税

者
の
税
負
担
が
極
力
増
額
し
な
い

よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

④
そ
の
他
の
主
な
改
正

■
定
率
控
除
の
廃
止

　

18
年
度
は
定
率
控
除
（
減
税
）

と
し
て
、
所
得
割
額
の
７
・
５
％

（
限
度
額
２
万
円
）
相
当
額
が
控

除
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
19
年
度

か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。

■ 

65
歳
以
上
の
非
課
税
措
置
の
廃

止
に
と
も
な
う
経
過
措
置

　

65
歳
以
上
（
昭
和
15
年
１
月
２

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
で
、
合

計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下

の
人
は
、
非
課
税
措
置
の
廃
止
に

と
も
な
い
、
経
過
措
置
と
し
て
19

年
度
は
税
額
か
ら
３
分
の
１
相
当

額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

税
務
課
（
℡  
８
９

２
・
０
１
２
１
）

［表①］市・府民税の所得割税率の改正

改
正
前

市民税 府民税

→
改
正
後

市民税 府民税

課税標準額 税率 速算控除 税率 速算控除 課税標準額 税率 税率

200 万円以下 3% 0円
2% 0円

200 万円以下

6% 4%700 万円以下 8% 10万円 700 万円以下

700万円超 10% 24 万円 3% 7万円 700万円超

※課税標準額とは、所得から扶養、社会保険料などの所得控除を差し引いた残りの金額です。

［表②］所得税（国税）の税率の改正

改
正
前

課税標準額 税率 速算控除

→
改
正
後

課税標準額 税率 速算控除

330 万円以下 10% 0円
195 万円以下 5% 0円

330 万円以下 10% 97,500 円

900 万円以下 20% 330,000 円
695 万円以下 20% 427,500 円

900 万円以下 23% 636,000 円

1,800 万円以下 30% 1,230,000 円 1,800 万円以下 33% 1,536,000 円

1,800 万円超 37% 2,490,000 円 1,800 万円超 40% 2,796,000 円



(11)19.02.01

市政のうごき

［表③］市・府民税と所得税の人的控除額の差に基づく調整控除

人
的
控
除
の
差
（
抜
粋
）

控除の種類 市・府民税 所得税 控除額の差

基礎控除 33万円 38万円 5万円

配偶者控除 33万円 38万円 5万円

扶養控除 33万円 38万円 5万円

特定扶養控除 45万円 63万円 18万円

老人扶養控除 38万円 48万円 10万円

障害者控除 26万円 27万円 1万円

※調整控除の計算方法※

▽合計課税所得金額が 200万円以下の場合
　次の⑴か⑵のいずれか小さい額× 5%
　⑴人的控除額の差の合計額
　⑵市・府民税の合計課税所得金額

▽合計課税所得金額が 200万円超の場合
　 ｛人的控除額の差の合計額－（市・府民税の合
計課税所得金額－ 200万円）｝× 5%

　※ 上記で算出した金額が 2,500 円未満の場合
は、2,500 円とします。

国民保護計画（原案）
に対するパブリック
コメント結果を公表

　

18
年
11
月
１
日
〜
30
日
に
実
施

し
た「
交
野
市
国
民
保
護
計
画（
原

案
）」
に
対
す
る
意
見
の
募
集
に
、

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

国
民
保
護
計
画
（
原
案
）
を
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
か
け
た
結

果
は
、
２
月
１
日（
木
）か
ら
次
の

場
所
で
公
表
し
ま
す
。

と
こ
ろ

① 

市
役
所
本
館
２
階　

情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー

②
別
館
１
階　

防
災
安
全
課

③ 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.katano.osaka.jp

/kakka/bousai/

）

問 

い
合
わ
せ　

防
災
安
全
課
（
℡  

８
９
２
・
０
１
２
１
）

出初式で表彰

　

１
月
７
日
（
日
）、
第
四
中
学
校

校
庭
で
開
か
れ
た
消
防
出
初
式

で
、
優
良
分
団
・
永
年
勤
続
な
ど

の
消
防
団
員
に
表
彰
・
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

問 

い
合
わ
せ　

消
防
本
部
総
務
課

（
℡  
８
９
２
・
０
０
１
１
）

　

受
章
さ
れ
た
の
は
、
次
の
み
な

さ
ん
で
す
。〈
順
不
同
・
敬
称
略
・

（　

）内
は
分
団
名
〉

【
優
良
分
団
】

　

星
田
分
団

【
市
長
功
労
章
】

　

 

大
野
喜
代
孝
（
星
田
）・
田
中

五
十
四（
星
田
）

【
永 

年
勤
続
章
（
30
年
）】

　

 

仲
西
直
樹
（
団
本
部
）・
橘
内

冨
美
男（
私
部
）・
中
嶋
泰
人（
私

市
）・
中
村
昭
広
（
星
田
）・
大

野
喜
代
孝（
星
田
）

【
永 

年
勤
続
章
（
20
年
）】

　

 
中
角
馨
（
倉
治
）・
金
澤
昌
弘

（
倉
治
）・
上
谷
秀
男
（
私
部
）・

冨
田
昌
彦
（
私
部
）・
上
野
和

彦（
寺
）・
西
村
豊
彦（
私
市
）・

奥
西
隆
（
私
市
）・
島
村
均
（
星

田
）

【
永 

年
勤
続
章
（
10
年
）】

　

 

奥
野
義
明（
郡
津
）・
脇
浩
二（
郡

津
）・
本
荘
卓
己
（
倉
治
）・
酒

井
岳
（
倉
治
）・
田
中
康
博
（
倉

治
）・
矢
寺
重
敏
（
私
部
）・
上

田
康
雄（
私
部
）・
岩
元
清
治（
私

部
）・
渡
邊
宏
二
（
私
部
）・
北

村
公
一
（
私
部
）・
笠
間
靖
彦

（
森
）・
津
熊
茂
（
寺
）・
辻
賢

一
（
私
市
）・
木
村
謙
太
郎
（
私

市
）・
岡
田
真
吾
（
星
田
）・
玉

井
丈
士（
星
田
）・
天
埜
貴
士（
星

田
）・
倉
田
直
樹
（
星
田
）・
山

埜
勝
哉（
星
田
）・
梅
村
朋
和（
星

田
）

【
ポ
ン
プ
車
操
法

　

出
場
に
伴
う
感
謝
状
】

　

 

岡
田
真
吾
（
星
田
）・
堀
田
清

昭（
星
田
）・
埜
邊
康
史（
星
田
）・

山
埜
勝
哉
（
星
田
）・
飯
田
薫

己（
星
田
）

【
団 

長
功
労
章
】

　

 

中
角
馨（
倉
治
）・
冨
田
庄
一（
私

部
）・
中
村
昭
広（
星
田
）

【
団 

長
精
勤
章
】

　

 

今
堀
雅
之
（
郡
津
）・
中
岡
重

臣（
倉
治
）・
北
迫
雅
裕（
私
部
）・

奥
正
弘
（
寺
）・
向
井
清
吉
（
私

市
）・
奥
田
勇
人（
星
田
）

【
市
長
・
団
長
の

　

退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状
】

　

 

吉
信
勝（
郡
津
）・
厚
主
幸
治（
倉

治
）・
奥
野
幸
一
（
私
部
）・
堀

場
信
夫
（
私
部
）・
岩
渕
彰
男

（
森
）・
中
谷
博
明
（
森
）・
岡

田
誠
（
星
田
）・
故　

和
久
田

昌
希（
星
田
）
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市・府民税の申告

　

19
年
度
市
・
府
民
税
の
申
告
受

付
を
、次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

▽ 

３
月
１
日（
木
）〜
15
日（
木
）午

前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
と
、

午
後
１
時
〜
４
時
＝
市
役
所
別

館
３
階
中
会
議
室

※
土
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
。

▽ 

３
月
８
日（
木
）・
９
日（
金
）＝

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、
午
後

１
時
〜
３
時
＝
星
田
会
館

※ 

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
。

※ 

郵
送
で
の
申
告
も
受
け
付
け
ま

す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

▽ 

市
・
府
民
税
申
告
書（
申
告
会
場

に
も
用
意
し
て
い
ま
す
）

▽
印
鑑

▽ 
給
与
や
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収

票
、
収
入
金
額
や
必
要
経
費
が

わ
か
る
明
細
書
な
ど

▽ 

生
命
保
険
料
や
損
害
保
険
料
の

支
払
額
な
ど
の
証
明
書
、
社
会

保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控

除
証
明
書
な
ど

※ 

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

は
、
市
・
府
民
税
の
申
告
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

市
・
府
民
税
申
告
書
は
、
証
明

書
の
発
行
資
料
や
国
民
健
康
保

険
の
算
定
資
料
な
ど
に
も
な
り

ま
す
。前
年
中
に
所
得
が
な
か

っ
た
人
で
も
、
必
要
な
場
合
は

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

郵 

送
先
・
問
い
合
わ
せ　

〒

５
７
６

－

８
５
０
１
（
住
所
記

入
不
要
）　

税
務
課
市
民
税
係

（
℡  
８
９
２
・
０
１
２
１
）

市内の申告会場
　所得税の確定申告書が自分で作成できるよ
う、下記の日程で申告会場を設けています。
※ 不動産の譲渡所得・贈与税の申告相談は行
っていません。

還付申告専用会場

と き
2 月 5日（月）～ 9日（金）と、
2月 13日（火）～ 15日（木）

開設時間 10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
と こ ろ 市役所別館 3階　中会議室

確定申告会場

と き
2 月 16日（金）～ 28日（水）
※土・日曜日を除きます。

開設時間 10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
と こ ろ 市役所別館 3階　中会議室
問 い合わせ　枚方税務署（℡   844・9521）

確定申告書作成コーナー
（国税庁ホームページ http://www.nta.go.jp)

　国税庁のホームページでは、自宅で簡単に申
告書の作成ができる「確定申告書等作成コーナ
ー」を掲載していますので、ご利用ください。当
コーナーで作成した申告書などは、プリンター
で印刷し、郵送などで提出できます。
　なお、あらかじめ登録すれば、インターネ
ットを通じて申告や納税などを行うことが
できる「国税電子申告・納税システム（通称：
e-Tax）」のサービスも提供しています。
問い合わせ

▽  確定申告書等作成コーナー＝℡   0570・
03
サクセイコーナー

9150）

▽ e-Tax コーナー＝℡   0570・01
e コ ク ゼ イ

5901）

税
の
障
害
者
控
除

　

65
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
手

帳
や
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
な
ど
を
持
っ
て

い
な
い
人
で
も
、
同
等
の
障
が

い
が
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
場
合

は
、
所
得
税
や
住
民
税
の
障
害

者
控
除
の
対
象
者
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

18
年
中
に
次
の
い
ず
れ
か
の
状

態
に
該
当
し
、
こ
の
控
除
を
受
け

よ
う
と
思
わ
れ
る
人
は
、
ま
ず
、

認
定
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▽
常
に
寝
た
き
り
の
状
態
の
人

▽ 

精
神
上
の
障
が
い
で
、
日
常

生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ
う

な
症
状
・
行
動
が
あ
り
意
思

疎
通
が
困
難
で
介
護
が
必
要

な
人

▽ 

知
的
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
、知
的
障
が
い
者（
軽

度
・
中
度
・
重
度
）
判
定
に
準

ず
る
人

▽ 

身
体
障
害
者
手
帳（
１
〜
６
級
）

の
障
が
い
に
準
ず
る
人

相 

談
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢
介
護

課（
℡  
８
９
３
・
６
４
０
０
）
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やわらぎ授産所の
指定管理者が決定

　

市
は
、
４
月
１
日
か
ら
や
わ
ら

ぎ
授
産
所
を
管
理
す
る
指
定
管
理

者
を
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し

た
。

施
設
名　

や
わ
ら
ぎ
授
産
所

指 
定
管
理
者　
（
社
福
）
か
た
の

福
祉
会

指 

定
期
間　

４
月
１
日
〜
21
年
３

月
31
日

所
管
課　

障
が
い
福
祉
課

　

指
定
管
理
者
導
入
後
も
、
現
行

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
・
継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
は
指
定
管
理
者
に
対

し
、
施
設
の
適
正
管
理
に
必
要
な

指
示
や
助
言
を
行
い
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

障
が
い
福
祉
課

（
℡  
８
９
３
・
６
４
０
０
）

障害福祉計画（素案）
にご意見を

　

18
年
４
月
か
ら
、
障
害
者
自
立

支
援
法
が
施
行
さ
れ
、
身
体
・
知

的
・
精
神
と
、
障
が
い
の
種
別
ご

と
に
別
々
の
制
度
体
系
で
実
施
さ

れ
て
き
た
支
援
を
、
共
通
の
仕
組

み
の
も
と
に
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

体
系
を
導
入
し
て
い
く
こ
と
な
ど
、

障
が
い
児
（
者
）
支
援
の
仕
組
み
が

抜
本
的
に
改
革
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
市
は
、
こ
の
新
た
な
仕

組
み
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
18

年
度
（
２
０
０
６
年
度
）
か
ら
３

か
年
を
計
画
期
間
と
し
た
「
第
１

期
障
害
福
祉
計
画
（
素
案
）」
に
対

す
る
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

対 

象
案
件　

交
野
市
障
害
福
祉
計

画　

第
１
期（
素
案
）

案
の
閲
覧
場
所

▽ 

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
１
階　

障

が
い
福
祉
課

▽ 

市
役
所
本
館
２
階　

情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー

▽ 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http:// 

w
w
w
.city.katano.osaka.

jp

）

意
見
を
提
出
で
き
る
人

▽
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

▽ 

市
内
に
事
業
所
（
事
務
所
）
を

有
す
る
人

▽ 

市
内
の
事
業
所
（
事
務
所
）
に

勤
務
す
る
人

▽
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

募
集
期
限　

２
月
28
日（
水
）

意 

見
の
提
出
方
法　

意
見
に

住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、
募

集
期
限
内
〈
消
印
有
効
〉
に

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
ｅ
メ
ー

ル
・
直
接
持
参
で
〒
５
７
６

－

０
０
３
４　

天
野
が
原
町

５

－

５

－

1　

障
が
い
福
祉

課
（
℻  
８
９
１
・
６
２
４
１　

e-m
ail:hukusi@

city.kata
no.osaka.jp

）

問 

い
合
わ
せ　

障
が
い
福
祉
課

（
℡  
８
９
３
・
６
４
０
０
）

第二京阪道路の状況（12月の動き）

▽  第二京阪道路整備促進大阪協議会が、国土交
通大臣に、平成 21 年度全線の供用開始に向
けた事業促進と環境対策などを要望（4日、上
写真のとおり）

▽  柴野区からの 5項目の要望に対し、市が回答
（7日）

▽ 沿道地域（9地区）に対して、市長が事業者と
の協議結果などを説明（14日）

▽柴野第三自治会と市が協議を行う（18日）

▽柴野区と市長が話し合いを行う（20日）

▽向井田区と市長が話し合いを行う（20日）

▽ 私部区町委員、財産区議員を対象に事業者が
「交野高架橋東（下部工）工事」の説明会を開
催（22日）

　最新の状況は、ホームページ（http://www. 
city.katano.osaka.jp/kakka/tokutai/）に掲載し
ています。
問 い合わせ　第二京阪道路対策室（℡   892・
0121）
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電話番号案内
市役所 ℡  892・0121

本
　
　
館

　 市民課、市民総合窓口担当、
国民健康保険課、税務課、
　会計室、商工観光課、総務課、
　秘書課、広聴広報課、財政課、
　 人事課、市民活動推進課、
　政策調整課、人権政策室、
　 財政健全化推進課、
　行政委員会事務局、
　議会事務局、幼児対策室

℡  892・0121

別
　
館

　 防災安全課、道路河川課、
　農とみどり課、下水道課、
　環境保全課、都市計画課、
　第二京阪道路対策室、
　農業委員会事務局、
　土地開発公社

℡  892・0121

星田出張所 ℡  891・2031
ゆうゆうセンター ℡  893・6400
　 社会福祉課、障がい福祉課、
　高齢介護課、社会福祉協議会 ℡  893・6400

　健康増進課 ℡  893・6405
こどもゆうゆうセンター ℡  892・3077
ボランティアセンター ℡  894・3737
環境事業所（ごみ） ℡  892・2471
　粗大ごみ予約受付センター ℡  891・5374
　廃棄物対策課 ℡  892・0121
乙辺浄化センター（し尿） ℡  892・2472
リサイクルセンター ℡  893・8651
青年の家 ℡  892・7721
　 社会教育課、青少年育成課、
　生涯スポーツ課 ℡  892・7721

　 教育総務課、保健給食課 ℡  810・0530
　学務課、指導課、人権教育指導室 ℡  810・0522
　青年の家図書室 ℡  893・4881
　体育文化協会 ℡  891・3456
星の里いわふね ℡  893・3131
星田西体育施設 ℡  893・7721
第 1児童センター ℡  893・1144
いきいきランド交野 ℡  894・1181
倉治図書館 ℡  891・1825
教育文化会館 ℡  810・6667
文化財事業団 ℡  893・8111
いきものふれあいセンター ℡  893・6520
消防本部・署 ℡  892・0119
　 総務課、予防課、警備課 ℡  892・0119
水道局 ℡  891・0016
　 総務課、工務課、浄水課、
　新浄水施設整備室 ℡  891・0016

水道サービス株式会社 ℡  894・0105
シルバー人材センター ℡  893・0430

交野市ホームページ
http://www.city.katano.osaka.jp/

ア
ウ
ト
ド
ア

アウトドア
　 星のまちめぐり
　 冬の星空観察会
　 カワセミ観察会
 
スポーツ
 　介護予防・高齢者スポーツ講習会
　 ニュースポーツ教室

  自動車文庫の巡回日程
  青少年コーナー

　

星
の
ま
ち
め
ぐ
り

　

現
在
も
当
時
を
し
の
ば
せ
る
建

物
や
石
碑
な
ど
が
街
道
沿
い
に
点

在
し
て
い
る
山
根
街
道
を
一
緒
に

歩
き
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

２
月
16
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分
（
雨
天

中
止
）

集 　

合　

午
後
１
時
30
分
に
交
野

市
駅
ロ
ー
タ
リ
ー

テ
ー
マ　
「
山
根
街
道
を
往
く
」

コ 

ー
ス　

交
野
市
駅

－

う
え
ん

山
の
辻

－

北
田
家

－

無
量
光

寺

－

長
福
寺

－

機
物
神
社

－

仁
平
川
の
洗
い
場
（
倉
治
）

－

歴
史
民
俗
資
料
展
示
室（
解
散
）

※ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る

解
説
が
あ
り
ま
す
。

定　

員　

先
着
30
人

参
加
費　

無
料

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

２
月

２
日（
金
）か
ら
星
の
ま
ち
観
光

会
議
事
務
局（
商
工
観
光
課
内
）

自動車文庫「ブンブン号」の巡回日程

ステーション名 時　　間 曜日 2月 3月 4月
こどもゆうゆう
センター前 13:15 ～ 13:45

水

7
21 7 4

18私市山手
ちびっこ広場前 14:15 ～ 15:00

星田西体育施設前 15:30 ～ 16:30
郡津駅前 14:00 ～ 15:00 14

28
14
28

11
25藤が尾 15:30 ～ 16:30

星田会館横 13:15 ～ 13:45

木

8
22

8
22

5
19

妙見坂
（松下中央児童公園） 14:00 ～ 15:00

南星台公園 15:30 ～ 16:30
妙見東（中公園北） 13:30 ～ 14:15

15
1
15
29

12
26

星田山手 3丁目 14:45 ～ 15:15

星田山手 1丁目 15:30 ～ 16:30

※ 3月 21日は祝日のため運休します。
問い合わせ　倉治図書館、青年の家図書室



(15)19.02.01
※各問い合わせ電話番号は、14ページの「電話番号案内」を参照してください

　

カ
ワ
セ
ミ
観
察
会

と 　

き　

２
月
25
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
正
午

集　

合　

午
前
９
時
に
私
市
駅
前

内 　

容　

天
野
川
で
カ
ワ
セ
ミ
を

観
察
し
、
周
辺
の
野
山
で
小
鳥

な
ど
も
観
察

参
加
費　

無
料

　

冬
の
星
空
観
察
会

と 　

き　

２
月
15
日
（
木
）
午
後

６
時
30
分
〜
９
時
30
分

※ 

雨
天
の
場
合
は
２
月
16
日（
金
）

に
延
期
し
ま
す
。

と 

こ
ろ　

青
年
の
家
３
階　

バ
ル

コ
ニ
ー

テ 

ー
マ　
「
冬
の
星
座
の
中
に
土

星
が
隠
れ
て
い
る
よ
！
」

参 

加
費　

無
料

申 

し
込
み　

直
接
会
場
（
小
学
生

以
下
は
、保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ　

青
年
の
家
窓
口

ス
ポ
ー
ツ

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

く
、
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
指
導
す
る

チ
ケ
ッ
ト
制
の
教
室
で
す
。

と 　

き　

４
月
〜
20
年
３
月
の
毎

週
金
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

※ 

祝
日
、
８
月
、
12
月
の
３
・
４
週

目
、
20
年
１
月
の
１
〜
３
週
目

を
除
き
ま
す
。

と 

こ
ろ　

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野

内 　

容　

ペ
タ
ン
ク
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な

ど
対　

象　

健
康
で
運
動
可
能
な
人

※ 

18
歳
未
満
の
人
は
、
保
護
者
の

同
意
署
名
が
必
要
で
す
。

定　

員　

先
着
25
人

受
講
料（
11
回
チ
ケ
ッ
ト
）

▽
一
般
＝
６
０
０
０
円

▽ 

特
別
Ａ
（
65
歳
以
上
）
＝
３
０ 

０
０
円

▽ 

特
別
Ｂ
（
身
体
障
が
い
者
）
＝

２
０
０
０
円

※ 

チ
ケ
ッ
ト
は
、
プ
ー
ル
や
一
般

開
放
日
に
も
使
用
で
き
ま
す
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３
月

２
日
（
金
）
午
前
９
時
30
分
か

ら
、
受
講
料
と
印
鑑（
認
印
）を

持
っ
て
い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野

　
 

介
護
予
防
・
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ

講
習
会「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
」

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
康
を
保

ち
、
い
き
が
い
づ
く
り
を
し
ま
せ

ん
か
。

と 　

き　

3
月
12
日
（
月
）
〜
16

日（
金
）午
前
10
時
〜
正
午（
全

5
回
）

と 

こ
ろ　

天
野
川
緑
地
公
園　

ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場

対 　

象　

市
内
在
住
で
お
お
む
ね

60
歳
以
上
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
初

心
者

定　

員　

30
人

参
加
費　

無
料

※
用
具
は
用
意
し
ま
す
。

講 　

師　

交
野
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

協
会

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

3
月

1
日（
木
）か
ら
高
齢
介
護
課

持 

ち
物　

お
茶
、
あ
れ
ば
双
眼
鏡

と
野
鳥
図
鑑

主 　

催　

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー

申
し
込
み　

直
接
集
合
場
所

問 

い
合
わ
せ　

い
き
も
の
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー

青少年コーナー
「子どもを見つめる目」

「
や
ま
あ
い
の　

学
び
舎
見
え
る

　

こ
の
駅
に　

花
さ
す
乙
女　

心

う
る
わ
し
」

　

こ
れ
は
、今
か
ら
30
年
ほ
ど
前
、

Ｊ
Ｒ
学
研
都
市
線
（
片
町
線
）
が

ま
だ
単
線
だ
っ
た
こ
ろ
、
河
内
磐

船
駅
に
揚
げ
ら
れ
て
い
た
和
歌
で

す
。

　

朝
夕
、
駅
を
利
用
し
て

い
た
ひ
と
り
の
女
生
徒

が
、
駅
に
一
輪
の
花
を
飾

っ
て
く
れ
た
。そ
れ
に
対

し
て
、
駅
員
さ
ん
が
お
礼

の
気
持
ち
を
込
め
て
詠

ん
だ
歌
だ
そ
う
で
す
。

　

私
は
、
こ
の
話
を
聞
い

て
、
花
を
生
け
た
女
生
徒

の
行
為
も
す
ば
ら
し
い

が
、
そ
れ
に
対
し
て
感
謝

の
気
持
ち
を
和
歌
に
託

し
て
詠
ん
だ
駅
員
さ
ん
も
立
派
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　

自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
よ
い
と

い
う
殺
伐
と
し
た
世
の
中
に
あ
っ

て
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

駅
に
、
何
か
自
分
た
ち
で
も
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
て
花
を

生
け
た
女
生
徒
の
優
し
い
心
と
、

子
ど
も
を
見
つ
め
る
駅
員
さ
ん
の

温
か
な
心
の
交
流
と
で
も
い
っ
た

ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
、
一
幅
の

名
画
を
見
る
よ
う
な
、
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
気
持
ち
に
な
っ
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。

　

時
代
は
変
わ
っ
て
も
、
子
ど
も

た
ち
の
心
の
中
に
は
、
い
つ
で
も

「
他
人
の
た
め
に
何
か
尽

く
し
た
い
」と
い
う
よ
き

心
が
芽
生
え
て
い
る
と

思
い
ま
す
。私
た
ち
大
人

は
、そ
の
よ
き
芽
を
温
か

く
見
守
り
育
て
て
い
く

責
任
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

青
少
年
指
導
員
と
し

て
、市
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル

し
た
り
、ふ
れ
あ
い
ゲ
ー

ム
な
ど
を
通
し
て
子
ど

も
た
ち
と
接
す
る
機
会
の
多
い
私

た
ち
も
、
子
ど
も
た
ち
の
中
に
あ

る
無
限
の
可
能
性
を
温
か
く
見
つ

め
る
目
を
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

交
野
市
青
少
年
指
導
員
会
広
報
部

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課
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人　
権

夜
やかんちゅうがっこう

間中学校で勉
べんきょう

強しませんか

生
せいとぼしゅう

徒募集

　いろいろな事
じじょう

情で小
しょうがっこう

学校や中
ちゅうがっこう

学校を卒
そつぎょう

業でき
なかった人

ひと

、夜
やかんちゅうがっこう

間中学校でいっしょに勉
べんきょう

強しま
しょう。
① 入

にゅうがく

学の受
うけつけ

付は年
ねん

2回
かい

あります。4月
がつ

30日
にち

まで
と、9月

がつ

1
ついたち

日から 9月
がつ

1
と お か

0 日までです。ただし、
学
がっこう

校の休
きゅうぎょうび

業日は除
のぞ

きます。
②「あいうえお」から勉

べんきょう

強できます。
③ 16歳

さい

以
いじょう

上の人
ひと

が入
にゅうがく

学できます。
④授
じゅぎょうりょう

業料はいりません。
⑤大

おおさかふない

阪府内の人
ひと

が入
にゅうがく

学できます。
⑥外
がいこくせき

国籍の人
ひと

も入
にゅうがく

学できます。
⑦簡
かんたん

単な給
きゅうしょく

食があります。
問
と

 い合
あ

わせ　守
もりぐち

口市
し り つ

立第
だいさん

三中
ちゅうがっこう

学校夜
やかんがっきゅう

間学級（℡
06・6991・0637）

　

 

講
演
会
「
ひ
と
つ
し
か
な

い
命　

〜
１
㍑
の
涙
〜
」

　
「
脊
髄
小
脳
変
性
症
」
と
い
う

難
病
と
闘
っ
た
少
女
、
木
藤
亜
也

さ
ん
の
闘
病
日
記
「
１
㍑
の
涙
」

は
、
映
像
化
さ
れ
、
多
く
の
人
た

ち
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
会
で
は
、
亜
也
さ

ん
の
母
親
、
潮
香
さ
ん
に
、
そ
の

当
時
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

と 　

き　

３
月
10
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
３
時
30
分
（
開
場
は
午

後
１
時
30
分
）

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

交
流
ホ
ー
ル

定　

員　

５
０
０
人

※ 

入
場
に
は
入
場
整
理
券
が
必
要

で
す
。入
場
整
理
券
は
２
月
１

日
（
木
）
午
前
10
時
か
ら
人
権

政
策
室
で
配
布
し
ま
す
。

参
加
費　

無
料

主 　

催　

世
界
人
権
宣
言
寝
屋

川
・
枚
方
・
交
野
連
絡
会

問
い
合
わ
せ　

人
権
政
策
室

　

男
女
共
同
参
画
講
座

と 　

き　

３
月
14
日
（
水
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

集
団
指
導
室

テ 

ー
マ　
「
花
蓮
か
ら
学
ぶ　

ー

生
命
の
不
思
議
・
そ
の
尊
厳
ー
」

定　

員　

30
人

参
加
費　

無
料

講 　

師　

関
西
創
価
高
等
学
校
講

師
・
蓮
保
存
会
顧
問　

野
崎
尚

夫
さ
ん

主 　

催　

市
、
交
野
市
女
性
と
文

化
の
集
い

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

人
権

政
策
室

福　
祉

　

愛
の
献
血

　

次
の
と
お
り
献
血
活
動
を
行
い

ま
す
。み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

と 　

き　

２
月
28
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４

時
30
分

と 

こ
ろ　

イ
ズ
ミ
ヤ
㈱
交
野
店

※ 

本
人
確
認
の
た
め
、
身
分
を
証

明
す
る
も
の
（
免
許
証
・
保
険

証
・
学
生
証
な
ど
）
の
提
示
を

お
願
い
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

交
野
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
（
℡
８
９
１
・
２
５ 

９
６
）

児童手当の支給

　児童手当は、小学 6年生までの児童の養育者に
支給しています（所得制限があります）。次のよう
なときは、必ず届け出をしてください。

▽転入したとき（転出予定日から 15日以内）

▽転出したとき（海外も含む）

▽  出生などで児童が増えたとき（出生日の翌日か
ら 15日以内）

▽  受給者が退職したとき（厚生年金などの加入
者）

▽公務員になったとき

▽児童と監護・生計関係がなくなったとき

▽その他支給要件に該当しなくなったとき
※  18 年度の現況届を提出していない人は、至急
提出してください。提出していない人の手当
は、支払いを差し止めています。

※ 児童手当の定時払いは 2月 15日（木）です。1
月分までの手当を支給します。
問い合わせ　社会福祉課

人　権
　 講演会「ひとつしかない命」
　 男女共同参画講座

福　祉
　 愛の献血
　 母子家庭のお母さんへ
　 ボランティアスクール
　 自立支援医療受給者のみなさんへ
　 大阪府障害者スキー教室

  夜間中学校で勉強しませんか
  児童手当の支給
  老人医療証の交付申請
  国民健康保険料の納付
  介護保険料の納付



(17)19.02.01
※各問い合わせ電話番号は、14ページの「電話番号案内」を参照してください。

　
 

仕
事
を
探
し
て
い
る

　

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
へ

　

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、
就
職
・
転
職
・
職

場
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

※ 

要
予
約
。保
育
も
あ
り
ま
す
。

と 　

き　

月
曜
〜
土
曜
日
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

と 

こ
ろ　

谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
６

階
（
大
阪
市
中
央
区
谷
町
５

－

４

－

13
）

内 　

容　

働
き
た
い
人
へ
の
情
報

提
供
・
職
業
紹
介
、
面
接
に
備

え
た
就
職
セ
ミ
ナ
ー
、
ヘ
ル
パ

ー
派
遣
な
ど

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

大
阪

府
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
（
℡  

06
・
６
７
６
２
・
９
９
９
５
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
は
あ
る

け
ど
・
・
・
と
い
う
人
が
、
体
験

を
通
じ
て
楽
し
め
る
連
続
３
回
の

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
・
内
容

① 

３
月
４
日
（
日
）
＝
「
気
軽
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」（
講
師
：
華
頂
短

期
大
学
助
教
授　

名
賀
亨
さ
ん
）

② 

３
月
10
日（
土
）＝「
ア
イ
マ
ス

ク
体
験
」

③ 

３
月
17
日（
土
）＝「
役
に
立
つ

車
い
す
体
験
と
操
作
方
法
を
練

習
し
よ
う
」

※ 

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜

正
午
で
す
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
（
１
・
３
回
目
）、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
２

回
目
）

対　

象　

市
内
在
住
の
人

定　

員　

30
人

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

社
会

福
祉
協
議
会

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
所
得
の

申
告
を
し
て
い
な
い
人
や
、
所
得

が
な
い
人
も
、
次
回
の
更
新
ま
で

に
必
ず
税
務
課
に
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

障
が
い
福
祉
課

国民健康保険料
の納付

　2月分の納期限は 2月 28
日（水）です。期限内に納め
ましょう。
問い合わせ　国民健康保険課

介
護
保
険
料
の
納
付

　

２
月
分
の
普
通
徴
収
（
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人

を
除
く
）
の
納
期
限
は
２
月
28

日
（
水
）
で
す
。
必
ず
納
期
限

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

高
齢
介
護
課

老人医療証の交付申請
　次のいずれかに該当する人は、3月 1日（木）から老人医療（医療
費の助成）制度の受給資格を取得することができますので、医療証の
交付申請（代理申請可）にお越しください。

▽ 3 月中に満 65歳になる人で
① 自立支援医療費（精神通院）に該当する人（患者票所持の人）
②結核予防法に該当する人（患者票所持の人）
③ 特定疾患医療受給者証（特定疾患登録者証含む）を持っている人
④ひとり親家庭医療制度に該当する人
※ただし、所得制限があります。

▽昭和 12年 3月 2日～昭和 14年 10月 31日生まれの人で
①市民税非課税世帯
② 自立支援医療費（精神通院）に該当する人（患者票所持の人）
③結核予防法に該当する人（患者票所持の人）
④ 特定疾患医療受給者証（特定疾患登録者証含む）を持っている人
⑤ひとり親家庭医療制度に該当する人
※②～⑤に該当の人は、所得制限があります。
持 ち物　健康保険証、それぞれ該当を証明するもの（患者票など）
申 し込み・問い合わせ　2月 21日（水）から国民健康保険課老人医
療係

　

 

自
立
支
援
医
療
を
受
給

し
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

　

自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
）

の
支
給
に
は
、
更
新
時
に
所
得
の

確
認
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

所
得
の
確
認
が
で
き
な
い
場
合

は
、
支
給
決
定
が
で
き
な
い
こ
と

　

大
阪
府
障
害
者

　

ス
キ
ー
教
室

と 　

き　

３
月
２
日
（
金
）
〜
４

日（
日
）〈
２
泊
３
日
〉

と
こ
ろ　

ハ
チ
高
原（
兵
庫
県
）

対 　

象　

府
内
在
住
（
大
阪
市
を

除
く
）
の
障
が
い
を
持
っ
て
い

る
15
歳
以
上
（
中
学
校
卒
業
以

上
）の
人
と
介
助
者

※ 

生
活
面
の
介
助
が
必
要
な
人

は
、
家
族
ま
た
は
介
助
者
が
同

伴
し
て
く
だ
さ
い
。

コ 
ー
ス　

①
ス
キ
ー
上
達
コ
ー
ス

②
ス
キ
ー
や
雪
遊
び
コ
ー
ス

参
加
費　

１
万
３
０
０
０
円

事 

前
説
明
会　

２
月
10
日
（
土
）

午
後
１
時
〜

主 　

催　

府
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振

興
協
会
、
㈶
大
阪
府
地
域
福
祉

推
進
財
団

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

府
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会
（
℡  

06
・
４
７
９
０
・
０
１
７
０　

℻  
06
・
６
９
４
２
・
７
２
１
５
）
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保
険
・
年
金

枚方警察署からのお知らせ
　みんなで力をあわせて
　安全・安心まちづくり

空き巣犯人が狙っています！

　泥棒は、家の様子をうかがい、すきのある家
を狙っています。次のことに注意し、地域で協
力して泥棒を街から追い出しましょう。

▽ ちょっとした外出のときも、かぎをかけてい
ますか？

▽「ワンドア・ツーロック」を知っていますか？

▽ 家の周りを明るく、見通しがいい環境にして
いますか？

▽ 普段見かけない人がいたら、近所のみんなで
声かけしていますか？

▽  不審な人・車などを見つけたときは 110 番
通報を！
問い合わせ　枚方警察署（℡ 845・1234）

金融・経済講演会

と　き　2月 21日（水）午後 2時～ 3時 30分
と ころ　大阪銀行協会 7階　大会議室（ 大阪
市中央区谷町 3－ 3－ 5）
テーマ　ダニエルの「ぼちぼちでんなぁ人生」
定　員　200人
参加費　無料
講　師　山形弁研究家　ダニエル・カールさん
主　催　府金融広報委員会
申 し込み　はがきかファクスに①開催日②郵便
番号③住所④氏名（ふりがな）⑤電話番号⑥
講演会を何で知ったかを記入し、〒 530 ー
8660 大阪市北区中之島 2－ 1－ 45　日本
銀行大阪支店内　大阪府金融広報委員会事務
局
※後日入場券を郵送します。
問い合わせ　同事務局（℡ 06・6206・7748
　℻ 06・6233・6080）

く
ら
し

　

 

国
民
健
康
保
険
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替
で

　

国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
に

は
、
簡
単
で
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
依
頼
書
は
、
市
役
所

本
館
１
階
の
国
民
健
康
保
険
課

か
、星
田
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

■ 

納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い

　

国
民
健
康
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
と
き
は
、
納
付
期
限

の
延
期
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
国

民
健
康
保
険
課
窓
口
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■ 

国
民
健
康
保
険
の
脱
退
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か

　

以
前
に
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
お
り
、
喪
失
の
手
続
き
を

せ
ず
に
、
現
在
社
会
保
険
（
職
場

の
保
険
）に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

国
民
健
康
保
険
の
脱
退
手
続
き
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
は
、
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険
課

　

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

　

作
成
セ
ミ
ナ
ー

　

事
業
ア
イ
デ
ア
を
持
っ
て
い

て
、
創
業
を
考
え
て
い
る
・
創
業

を
準
備
し
て
い
る
・
創
業
後
間

も
な
い
人
を
対
象
に
、「
新
創
業
塾 

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
成
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。

と 　

き　

２
月
24
日
（
土
）・
３

月
３
日
（
土
）・
10
日
（
土
）
午

前
10
時
〜
午
後
５
時

※ 

３
回
で
１
コ
ー
ス
で
す
。

と 

こ
ろ　

北
大
阪
商
工
会
議
所
４

階　

中
ホ
ー
ル
（
枚
方
市
大
垣

内
町
２

－

12

－

27
）

定　

員　

先
着
30
人

参
加
費　

無
料

主 　

催　

大
阪
北
大
阪
地
域
中
小

企
業
支
援
セ
ン
タ
ー

申 

し
込
み　

所
定
の
申
し
込
み
書

で
北
大
阪
商
工
会
議
所　

中
小

企
業
相
談
所

※ 

申
込
用
紙
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

同
会
議
所
中
小
企

業
相
談
所
（
℡
８
４
３
・
５
１

５
４
）

保険・年金
　 国民健康保険からのお知らせ

くらし
　 ビジネスプラン作成セミナー
　 労働なんでも相談会＆セミナー
　 中小企業のみなさんへ

  枚方警察署からのお知らせ
  金融・経済講演会
  消費者相談



(19)19.02.01
※各問い合わせ電話番号は、14ページの「電話番号案内」を参照してください。

消費者相談
～覚えのない会社からの　　　
　　　借金の返済請求～

問い合わせ
　商工観光課消費者相談コーナー

(℡  891・5003）

　

覚
え
の
な
い
貸
金
業

者
（
業
者
〈
新
〉）
か
ら
、

「
債
権
譲
渡
通
知
」
が
届
き
、
以

前
、別
の
貸
金
業
者（
業
者〈
元
〉）

か
ら
借
り
て
い
た
借
金
の
返
済

を
請
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

支
払
わ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん

か
？

　

通
常
、
業
者
〈
元
〉
か

ら
、「
あ
な
た
の
債
権
を

業
者
〈
新
〉
に
ゆ
ず
り
ま
し
た
」

と
の
通
知
が
あ
る
は
ず
で
す
。も

し
、
こ
う
し
た
通
知
が
な
い
の
な

ら
業
者
〈
元
〉
に
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

　

業
者
〈
元
〉
か
ら
業
者
〈
新
〉
に

債
権
譲
渡
さ
れ
て
い
た
と
し
て

も
、
利
息
制
限
法
を
超
え
る
金

利
で
請
求
さ
れ
て
い
た
ら
、
業

者
〈
元
〉
と
の
取
引
履
歴
を
業
者

〈
新
〉に
請
求
す
る
な
ど
、
今
ま
で

の
返
済
額
を
調
査
し
ま
す
。そ
の

後
、業
者〈
新
〉に
利
息
制
限
法
で

引
き
な
お
し
た
金
額
を
返
済
し

た
い
と
主
張
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

　

自
主
交
渉
が
難
し
い
よ
う
な

ら
、
弁
護
士
や
司
法
書
士
に
債
務

整
理
を
依
頼
し
た
り
、
裁
判
所
の

特
定
調
停
の
利
用
を
考
え
ま
し

ょ
う
。

　

覚
え
の
な
い
請

求
が
全
て
不
当
請

求
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

以
前
の
借
金
の
ほ
と
ん
ど
を

返
済
し
、
こ
こ
数
年
利
用
も
せ

ず
、
請
求
も
な
か
っ
た
も
の
で

も
、
残
債
務
が
あ
れ
ば
債
権
譲
渡

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

　

時
間
が
経
っ
て
い
る
場
合
に

は
、
時
効（
商
事
消
滅
時
効
５
年
）

を
主
張
す
る
こ
と
も
可
能
で
す

が
、
そ
の
起
算
に
つ
い
て
は
個
々

に
違
い
ま
す
の
で
、
弁
護
士
な
ど

に
相
談
し
て
確
認
す
る
方
が
良

い
で
し
ょ
う
。

※ 

利
息
制
限
法
で
は
、
10
万
円
未

満
＝
20
％
、
10
万
円
以
上
50
万

円
未
満
＝
18
％
、
50
万
円
以
上

＝
15
％
を
上
限
と
し
、
こ
れ
を

超
え
る
契
約
は
無
効
と
し
て

い
ま
す
。
改
正
貸
金
業
法
で

も
、
こ
の
金
利
を
超
え
る
と
行

政
処
分
と
な
り
ま
す
。

ＱＡ

助
言

　

中
小
企
業
の

　

み
な
さ
ん
へ

　

市
は
、
市
内
の
中
小
企
業
者
の

経
営
安
定
を
支
援
す
る
た
め
、
融

資
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

各
制
度
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■ 

中
小
企
業
事
業
資
金
融
資
（
12

月
１
日
現
在
）

▽
融
資
額　

３
０
０
万
円
以
内

▽
融
資
期
間　

48
か
月
以
内

▽ 

返
済
方
法　

毎
月
均
等
分
割
返

済
▽
貸
付
利
率　

年
１
・
６
％

※ 

別
途
信
用
保
証
料
が
必
要
で

す
。（
信
用
保
証
協
会
が
定
め
る

料
率
）

■
保
証
料
補
助（
納
税
条
件
あ
り
）

▽ 

市
制
度
融
資　

３
０
０
万
円
以

下
の
場
合
、１
０
０
％

▽ 

府
制
度
融
資　

小
規
模
資
金
お

よ
び
一
般
資
金
・
開
業
資
金
に

つ
い
て
一
部
補
助

■
特
別
対
策
利
子
補
給

　

不
況
対
策
と
し
て
、「
市
制
度
融

資
」
に
対
し
て
利
子
補
給
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■ 

大
阪
府
中
小
企
業
者
向
け
融
資

相
談
と
受
付（
12
月
１
日
現
在
）

▽
小
規
模
資
金
＝
利
率
１
・
６
％

▽
一
般
資
金
＝
利
率
１
・
８
％

▽
開
業
資
金
＝
利
率
１
・
５
％

▽ 

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
資
金
＝
利
率

１
・
３
％

▽ 

経
営
安
定
対
策
資
金
＝
利
率

１
・
３
％

■ 
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
２
条

第
３
項
第
１
号
〜
８
号
の
認
定

　

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
保
証

融
資
を
利
用
す
る
場
合
に
必
要
で

す
。

■
そ
の
他

　

経
営
相
談
や
創
業
支
援
な
ど
の

相
談
を
北
大
阪
商
工
会
議
所
内
、

大
阪
北
大
阪
地
域
中
小
企
業
支
援

セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課

　
 

労
働
な
ん
で
も
相
談
会

＆
セ
ミ
ナ
ー

　

働
く
上
で
の
悩
み
・
疑
問
・
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
に
電
話
や
面
談
で
お

答
え
し
ま
す
。

　

ま
た
、
働
く
と
き
に
役
に
立
つ

ミ
ニ
・
セ
ミ
ナ
ー
も
同
時
開
催
し

ま
す
。

と 　

き　

２
月
21
日
（
水
）
午
後

１
時
〜
８
時

と 

こ
ろ　

寝
屋
川
市
立
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
「
に
ぎ
わ
い
創
造

館
」（
寝
屋
川
市
東
大
利
町
２

－

14
）

内　

容

▽
相
談
会（
午
後
１
時
〜
８
時
）

▽ 

電
話
相
談　

℡  
８
２
８
・
１
９

１
１

▽ 

弁
護
士
に
よ
る
相
談
（
午
後
４

時
〜
７
時
、
予
約
制
、
面
談
の

み
）

▽
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
相
談

▽ 

ミ
ニ
・
セ
ミ
ナ
ー
「
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
の
就
職
ガ
イ
ド
」（
無

料
、予
約
制
、先
着
24
人
）

主 　

催　

北
河
内
７
市
、
北
大
阪

労
働
基
準
監
督
署
、
枚
方
公
共

職
業
安
定
所
、
門
真
公
共
職
業

安
定
所
、府
総
合
労
働
事
務
所

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

寝
屋

川
市
商
工
課
（
℡  
８
２
４
・
１

１
８
１
）
か
、
府
総
合
労
働
事

務
所
（
℡  
06
・
６
９
４
６
・
２

６
０
６
）

※ 
弁
護
士
に
よ
る
相
談
は
府
総
合

労
働
事
務
所
で
の
み
受
け
付
け

ま
す
。
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く
ら
し

　市は、土地開発公社が保有する下記物件の有効活用
を図るため、有償で貸し付けを行います。
対象物件　下表のとおり

活用用地

⑴私部西 1丁目 1383 － 1の一部 1,000.00 平方㍍

⑵郡津 5丁目 936他 3,264.15 平方㍍

⑶私市 4丁目 1051 － 1 1,419.00 平方㍍

⑷倉治 9丁目 2688 他 1,655.00 平方㍍

⑸星田 9丁目 1744 － 1 461.00 平方㍍

⑹私部 8丁目 2038 － 1他 773.49 平方㍍

⑺星田山手 4丁目 2247 － 375 163.84 平方㍍

⑻私部 4丁目 1592 － 26 100.49 平方㍍

⑼星田 6丁目 3407 － 1 266.00 平方㍍

貸 付期間　19 年 4月（契約締結日）か
ら最長 24年 3月 31日までの 5年間

貸 付応募要領の配布　2月 1日（木）～
20日（火）に、財政健全化推進課（市
役所本館 2階）か、同課公有地活用処
分係（市役所別館 2階土地開発公社内）
またはホームページ（http://www.city.
katano.osaka.jp）

申 し込み　2月 13日（火）～ 20日（火）
に、財政健全化推進課公有地活用処分
係

※ いずれも時間は午前 9時～午後 5時
30分で、土・日曜日、祝日を除きます。

問 い合わせ　財政健全化推進課公有地活
用処分係

土地開発公社保有地を貸し付けします

　

 

悪
質
な
訪
問
販
売
に

　

ご
注
意

　

18
年
６
月
か
ら
、
個
人
の
住
宅

な
ど
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
改
正
を
悪
用
し
た
訪

問
販
売
に
よ
る
被
害
が
多
発
し
て

い
ま
す
。次
の
よ
う
な
点
に
注
意

し
、被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
消
防
職
員
を
装
っ
て
販
売
す
る

　

消
防
職
員
が
販
売
し
た
り
、
業

者
に
販
売
委
託
を
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

②
不
当
に
高
い
価
格
で
販
売
す
る

　

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
電
気
店
な

ど
で
、
電
池
が
10
年
持
つ
機
種
が

約
６
０
０
０
〜
７
０
０
０
円
で
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本

消
防
検
定
協
会
が
性
能
を
確
認
し

た
製
品
に
は
「
Ｎ
Ｓ
」
マ
ー
ク
が

入
っ
て
い
ま
す
。

③
設
置
を
急
が
せ
る

　

既
存
住
宅
へ
の
設
置
猶
予
期
間

は
23
年
５
月
31
日
ま
で
で
す
。ま

た
、設
置
し
て
い
な
く
て
も
罰
金
な

ど
の
罰
則
は
あ
り
ま
せ
ん
。設
置

を
急
が
せ
る
業
者
は
危
険
で
す
。

④
そ
の
場
で
契
約
し
な
い

　

他
の
業
者
の
見
積
も
り
も
取

り
、
一
度
比
較
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
工
事
内
容
を
よ
く
理
解
す

る
な
ど
、
納
得
し
た
上
で
依
頼
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
訪
問
販

売
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制

度
の
対
象

　

契
約
後
、
一
定
期
間
は
契
約

の
解
除
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

悪
質
な
業
者
と
疑
わ
し
い
場
合

は
、
消
費
者
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
℡

８
９
１
・
５
０
０
３
）
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課

　

ま
ち
づ
く
り

　

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

　

テ
ー
マ
を
持
ち
寄
り
、
気
軽
に

同
じ
立
場
に
立
っ
て
意
見
を
交
換

し
合
う
井
戸
端
会
議
で
す
。ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
場
、
情
報
収

集
の
場
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
活
用

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

２
月
25
日
（
日
）
午
後

２
時
〜

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

集
団
指
導
室

話 

題
提
供　

ひ
ら
か
た
地
域
通
貨

「
ひ
ら
り
」
の
会
事
務
局　

有

信
岳
彦
さ
ん
＝
「
地
域
通
貨
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
」

問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
推
進
課

くらし
　 悪質な訪問販売にご注意
 　まちづくりラウンドテーブル
　 インターネット府政モニター募集

選　挙
　 財産区議会議員選挙

求　人
　 19 年度アルバイト登録者

  公社保有地を貸し付けします
  登録手話通訳者・要約筆記者募集



(21)19.02.01
※各問い合わせ電話番号は、14ページの「電話番号案内」を参照してください。

求　
人

登録手話通訳者・要約筆記者募集
登録手話通訳者 登録要約筆記者

対 　象　手話講習会基礎課程修了程度の実力があり、市
内で活動できる人

面談日

▽第 1 次面談〈聞き取り通訳の実技〉
　①  2 月 23日（金）午後 6時 30分～ 8時 30分
　② 2月 24日（土）午前 10時～正午

▽ 第2次面談〈読み取り通訳の実技とオリエンテーション〉
　①  3 月 23日（金）午後 6時 30分～ 8時 30分
　② 3月 24日（土）午前 10時～正午

対 　象　要約筆記講習会応用課程修了程度の実力
があり、市内で活動できる人
面談日

▽第 1 次面談〈筆記の実技〉
　①  2 月 21日（水）午前 10時～ 10時 30分
　②  2 月 22日（木）午後 1時 30分～ 2時

▽ 第 2 次面談〈オリエンテーション〉
　①  3 月 23日（金）午後 7時 30分～ 8時 30分
　②  3 月 24日（土）午前 11時～正午

※面談日は、いずれも①②のどちらかになります。
※ 登録手話通訳者の第 1次面談は、手話通訳士の資格を持っている人は免除します。
申込用紙の配布　障がい福祉課
申 し込み　申し込み用紙に必要事項を記入し、2月 15日（木）〈必着〉までに〒 576－ 0034　
天野が原町 5－ 5－ 1　障がい福祉課　登録手話通訳者・要約筆記者募集係
問い合わせ　障がい福祉課

　

19
年
度

　

ア
ル
バ
イ
ト
登
録
者

　

市
の
事
務
補
助
ア
ル
バ
イ
ト
登

録
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

雇
用
の
必
要
が
あ
れ
ば
、登
録
者

の
中
か
ら
、勤
務
時
間
な
ど
の
条
件

に
あ
っ
た
人
を
採
用
し
ま
す
。

対 　

象　

18
歳
〜
55
歳
く
ら
い

で
、
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が

で
き
る
人

登 

録
有
効
期
間　

登
録
し
た
日
〜

20
年
３
月
31
日

採
用
予
定
日　

４
月
１
日
以
降

※ 

登
録
し
て
も
、
必
ず
採
用
さ
れ

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

賃　

金　

時
給
８
０
０
円

申 
し
込
み
用
紙
（
臨
時
職
員
登
録

申
請
書
）の
配
布

▽
市
役
所
本
館
２
階　

人
事
課

▽ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.katano.osaka.jp

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

申 

し
込
み　
「
臨
時
職
員
登
録
申

請
書
」
を
、
持
参
か
郵
送
で
〒

５
７
６

－

８
５
０
１　

人
事
課

※ 

提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
で
き

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

人
事
課

　

財
産
区
議
会
議
員
選
挙

　

５
月
13
日
任
期
満
了
と
な
る
倉

治
、
郡
津
、
星
田
、
私
市
、
森
、
寺

の
6
財
産
区
議
会
議
員
の
選
挙

を
、次
と
お
り
行
い
ま
す
。

告
示
日　

4
月
17
日（
火
）

投
票
日　

4
月
22
日（
日
）

開 　

票　

4
月
22
日
（
日
）
午
後

9
時
〜

開 

票
場
所　

市
役
所
別
館
3
階　

中
会
議
室

■
立
候
補
予
定
者
説
明
会

と 　

き　

3
月
1
日
（
木
）
午
後

2
時
か
ら

と 

こ
ろ　

市
役
所
本
館
3
階　

大

会
議
室

※ 

説
明
会
で
は
、
立
候
補
に
必
要

な
書
類
を
渡
し
ま
す
の
で
、
立

候
補
予
定
者
、
ま
た
は
代
理
の

人
は
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

府
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
府
政
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る
ネ

ッ
ト
パ
ル
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
府

政
モ
ニ
タ
ー
）を
募
集
し
ま
す
。

対 　

象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
人

▽ 

４
月
１
日
現
在
で
15
歳
以
上

▽
府
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

▽ 

パ
ソ
コ
ン
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
ｅ
メ
ー
ル
を
使
用
で
き
る

▽
公
務
員
で
な
い

実 

施
期
間　

４
月
１
日
〜
20
年
３

月
31
日

募
集
人
数　

５
０
０
人

※ 

多
数
の
場
合
は
、
性
別
・
年
齢

な
ど
を
考
慮
し
て
決
定
し
、
結

果
は
ｅ
メ
ー
ル
で
通
知
し
ま

す
。

申 

し
込
み　

２
月
12
日
（
休
）
ま

で
に
、
ネ
ッ
ト
パ
ル
募
集
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

選　
挙

pref.osaka.jp/koho/m
on

itor-q/index.htm
l

）
か
ら
申

し
込
み

問 

い
合
わ
せ　

府
民
情
報
課
（
℡  

06
・
６
９
４
４
・
３
０
７
０
）



19.02.01 (22)

求　
人

求　人
　 フリー指導員登録者
　 非常勤学校給食調理員
　 給食調理パート登録者

子育て
　 歯ッピー教室
　 ピヨピヨ離乳食講習会
　 パクパク離乳食講習会
　 子育て支援センターからのお知らせ

  ごみ収集スタッフ募集
  つどいの広場スタッフ募集
  保健所だより（3月分）

ごみ収集スタッフ募集

対 　象　18歳～35歳で体力に自信があり、3月1日
からごみ収集作業の勤務が可能な人（高校生不可）
業務内容　廃棄物の収集や事務作業
※ ごみ収集車の誘導など、現場で迅速に対応ができ、
周囲の安全に配慮しながら大きな声で誘導するこ
となどが求められます。詳しくは面接時に説明し
ます。

募集人数　2人程度
勤 務時間　月～金曜日（祝日も勤務）午前 8時 45
分～午後 5時 15分

雇用期間　3月 1日～ 31日（継続雇用可）
賃　金　日額 9,000 円（別途交通費支給）
申 し込み　2月 16日（金）〈必着〉までに履歴書を
郵送か持参で〒 576－ 0041　私部西 3－ 3－ 1
環境事業所「ごみ収集スタッフ募集」係

※持参の締め切りは 2月 16日（金）午後 4時です。
問い合わせ　環境事業所

つどいの広場スタッフ募集

　乳幼児を連れて、親が気軽につどい、交流・
相談できる場「つどいの広場」で一緒に働
いてくれる人を募集します。
勤 務時間　4月 4日（水）から毎週水・金・
土曜日午前 9時 30分～午後 3時 30分
と ころ　ゆうゆうセンター 3階　運動療法
室
内 　容　会場準備、受付、片付け、子育て
支援情報の提供など
募集人数　2人
賃　金　時給 800円
申 し込み　2月 16日（金）～ 23日（金）
に履歴書、80円切手、返信住所を記入し
た封筒１通を持って幼児対策室
問い合わせ　幼児対策室

　

給
食
調
理

　

パ
ー
ト
登
録
者

業
務
内
容　

学
校
給
食
調
理
補
助

※ 

調
理
師
免
許
を
持
っ
て
い
る
人

を
優
先
し
ま
す
。

※ 

登
録
し
て
も
採
用
さ
れ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。定
員
に
空
き
が

で
き
次
第
、
面
接
の
日
時
を
連

絡
し
ま
す
。

※ 
労
働
条
件
な
ど
の
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み　

２
月
28
日
（
水
）〈
必

着
〉
ま
で
に
、
履
歴
書
（
封
書

の
表
に
「
パ
ー
ト
登
録
」
と
記

入
）
を
郵
送
で
〒
５
７
６

－

０
０
５
２　

私
部
１

－

54

－

２

第
１
・
２
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

問 

い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
℡

８
９
１
・
０
０
９
８
）

ン
タ
ー

賃 　

金　

月
額
16
万
５
０
０
０
円

（
予
定
）

雇 

用
期
間　

４
月
１
日
か
ら
１
年

申 

し
込
み　

２
月
５
日
（
月
）
〜

28
日（
水
）に
、
履
歴
書
と
資
格

証（
調
理
師
免
許
・
運
転
免
許
）

を
持
っ
て
第
１
・
２
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー

問 

い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
℡

８
９
１
・
０
０
９
８
）

　

非
常
勤

　

学
校
給
食
調
理
員

対 　

象　

調
理
師
免
許
と
普
通
自

動
車
運
転
免
許
を
持
ち
、
体
力

に
自
信
の
あ
る
人

業 

務
内
容　

学
校
給
食
調
理
・
配

送
な
ど

募
集
人
数　

若
干
名

勤 

務
時
間　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
４
時
30
分

※
８
月
は
除
き
ま
す
。

勤 

務
場
所　

第
１
・
２
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
・
第
３
学
校
給
食
セ

　

 

放
課
後
児
童
会

　

フ
リ
ー
指
導
員
登
録
者

　

放
課
後
児
童
会
の
フ
リ
ー
指
導

員
の
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
会
の
指
導
員
が
休

暇
の
と
き
な
ど
に
、
代
替
指
導
員

と
し
て
勤
務
し
て
も
ら
う
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
不
規
則
な
勤
務

に
な
り
ま
す
。

対 　

象　

50
歳
ま
で
の
子
ど
も
と

接
す
る
こ
と
が
好
き
な
人

勤 

務
内
容　

児
童
会
指
導
員
の
補

助
勤 

務
時
間　

午
後
１
時
〜
６
時
15

分
の
間
の
３
時
間
程
度

※ 

長
期
休
業
期
間（
夏
休
み
な
ど
）

は
時
間
変
更
が
あ
り
ま
す
。

勤
務
場
所　

市
内
の
児
童
会

賃　

金　

時
給
８
４
０
円

申 
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

２
月

15
日
（
木
）
ま
で
に
履
歴
書
を

持
っ
て
青
少
年
育
成
課



(23)19.02.01
※各問い合わせ電話番号は、14ページの「電話番号案内」を参照してください。

子
育
て

　

ピ
ヨ
ピ
ヨ
離
乳
食
講
習
会

と　

き　

３
月
６
日（
火
）

①
午
後
２
時
30
分
〜

②
午
後
３
時
〜

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

２
〜
６
か
月
の
乳
児
を

持
つ
保
護
者

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

　

 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

市
内
在
住
の
親
子
を
対
象
に
次

の
催
し
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
・
内
容

▽ 

ひ
な
人
形
づ
く
り
＝
２
月
16
日

（
金
）午
前
10
時
〜
11
時

▽ 

園
児
と
一
緒
に
人
形
劇
鑑
賞
＝

３
月
７
日
（
水
）
午
後
１
時
30

分
〜
２
時

と 

こ
ろ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

い
ち
ば
ん
ぼ
し　

く
ら
ぶ
（
星

田
３

－

10

－

８　

星
田
保
育

園
内
）

定　

員　

各
親
子
15
組

※ 

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

し
ま
す
。同
セ
ン
タ
ー
事
業
へ

の
参
加
回
数
が
少
な
い
人
を
優

先
し
ま
す
。

申
し
込
み
期
間

▽ 
ひ
な
人
形
づ
く
り
＝
２
月
１
日

（
木
）
〜
９
日
（
金
）
午
前
10
時

〜
正
午

▽ 

人
形
劇
鑑
賞
＝
２
月
19
日（
月
）

〜
23
日
（
金
）
午
前
10
時
〜
正

午
申 

し
込
み　

申
し
込
み
期
間
内
に

直
接
来
所

問 

い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
℡  

８
９
１
・
１
７
９
３
）

　

歯
ッ
ピ
ー
教
室

と 　

き　

３
月
１
日
（
木
）
午
前

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

親
子
健
康
教
室

対 　

象　

１
歳
前
後
の
前
歯
が
生

え
そ
ろ
っ
て
い
る
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

定　

員　

10
組（
予
約
制
）

費　

用　

１
０
０
円

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

２
月

21
日（
水
）か
ら
健
康
増
進
課

　

パ
ク
パ
ク
離
乳
食
講
習
会

と 　

き　

２
月
27
日
（
火
）
午
後

１
時
〜
３
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

調
理
実
習
室
２

対 　

象　

６
〜
15
か
月
の
乳
幼
児

を
持
つ
保
護
者

※ 

保
育
が
あ
り
ま
す
。必
要
な
も

の（
バ
ス
タ
オ
ル
、
ミ
ル
ク
、
飲

み
物
〈
お
茶
な
ど
〉、
お
む
つ
な

ど
）は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

定　

員　

先
着
20
人

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
２
枚
、

筆
記
用
具

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

２
月

６
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課

保健所だより（3月分）
事業名 と　き 受付時間

一般健康相談・循環器検診（予約制、有料） 第 1・2・4火曜日 9：30～ 10：30
肝炎検査（予約制、有料） 第 2・4火曜日 9：30～ 10：30
HIV・梅毒・クラミジア検査（一部有料） 第 2・4火曜日 9：30～ 10：30
骨髄ドナー登録（予約制） 第 1・2・4火曜日 10：30
こころの健康相談（予約制） 随時
結核相談（予約制） 随時
特定疾患（難病）相談（予約制） 随時
犬の引き取り（要印鑑）
※大型犬は事前にご相談ください。

毎週火・木曜日
手数料は 1匹 1,400 円

9：00～ 12：00
13：00～ 17：30

飲料水（井戸水）の検査 毎週月～水曜日 9：00～ 12：00
検便（腸内細菌） 毎週月～水曜日 9：00～ 12：00
検便（寄生虫卵） 毎週月～木曜日 9：00～ 12：00

室内空気検査（ホルムアルデヒドなど、予約制） 随時
9：00～ 12：00
13：00～ 17：30

医療相談 毎週月～金曜日
9：00～ 12：00
13：00～ 16：00

問い合わせ　四條畷保健所（℡   878・1021）
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　現代はストレス社会です。「病は気から」と無理に
がんばったり、ストレスを自覚できずに疲労を積み
重ねていると、心身の病を招いてしまいます。
　心の病にならないためには、普段から「頭がすっき
りしない」「体がだるい」などの体のサインに注意し、
緊張とリラックスをうまく切り替える自分なりの休
養法を見つけることが大切です。
　休養とは、文字どおり睡眠などで「休」んで疲労を
回復し、趣味など余暇の充実で、明日への英気を「養」
うことです。
　次の点を意識し、心を元気に保ちましょう。
①自分を知り、意識の転換をはかる
②快適な睡眠を得る
③リラックスタイムをもつ
④自分なりの楽しみをつくり、気分転換をはかる
⑤たまには頭を空っぽにする
⑥本音を言える友達をもつ
問い合わせ　健康増進課（kenkou@city.katano.osaka.jp）

耳より健康コラム  Vol.33
余暇の充実でこころも健康に

   

乳幼児の健診と相談
　子どもの発育・発達状態を確認し、心身ともに健やか
に成長されるようお手伝いします。
ところ　ゆうゆうセンター
持ち物　母子健康手帳
申し込み　直接会場
問い合わせ　健康増進課

4 か月児健診 3 月  6 日（火）13:00 ～ 14:00

　対　象　18年 10月 11日～ 11月 10日生まれの乳児

1 歳 6 か月児健診 2月 20日（火）13:00～ 14:00

　対　象　17 年 7月生まれの幼児

3 歳 6 か月児健診 2 月 14日（水）13:00 ～ 14:00

　対　象　15 年 7月生まれの幼児

育児相談 ①2月 13日（火）9:30～10:30
②2月28日（水）9:30～10:30

　 身体計測、育児、歯、栄養の相談や遊びの紹介、絵本の
読み聞かせなどを行います。

　対　象　① 0歳児　② 1歳児以上

子育て
　 アトピー教室
　 ぽっぽちゃん講座

健　康
　 成人歯科健診
　 講演会「地域でいきいき暮らすために」
　 3 月の予防接種
　 18 年度個別健診の締め切り
　 市民健診の料金が変わります

  耳より健康コラム
  乳幼児の健診と相談
  4 月の集団健診

　

成
人
歯
科
健
診

　

市
内
歯
科
医
院
で
行
う
、40
歳
・

50
歳
の
成
人
歯
科
健
診
の
期
限
は

２
月
28
日（
水
）で
す
。

　

未
受
診
の
人
は
、
早
め
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

健　
康

ね
生
後
９
か
月
〜
12
か
月
）
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

※ 

以
前
に
、
は
い
は
い
期
で
参
加

し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
参
加
で

き
ま
せ
ん
。

※ 

き
ょ
う
だ
い
の
保
育
は
あ
り
ま

せ
ん
。

定　

員　

20
組

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

２
月

13
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課

　

ぽ
っ
ぽ
ち
ゃ
ん
講
座

　

お
母
さ
ん
同
士
で
、
子
ど
も
の

発
達
の
道
筋
と
、
子
ど
も
と
ふ
れ

あ
う
遊
び
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

と 　

き　

３
月
９
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
正
午

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

は
い
は
い
期
（
お
お
む

子
育
て

　

ア
ト
ピ
ー
教
室

　

自
分
の
子
ど
も
に
つ
い
て
、「
ア

ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
か
も
し
れ
な

い
」「
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
と
診

断
さ
れ
た
が
、
対
処
法
が
分
か
ら

な
い
」
な
ど
の
悩
み
を
持
っ
て
い

る
保
護
者
を
対
象
に
、
ア
ト
ピ
ー

教
室
を
行
い
ま
す
。

と
き
・
内
容

▽ 

３
月
２
日
（
金
）
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
＝
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
、お
は
な
し
、交
流

▽ 

３
月
９
日
（
金
）
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
＝
お
は
な
し
、

調
理
実
習
と
試
食
、交
流

※
２
回
で
１
コ
ー
ス
で
す
。

と 

こ
ろ　

四
條
畷
保
健
所
２
階　

視
聴
覚
室

対　

象　

乳
幼
児
の
保
護
者

定　

員　

15
人

参
加
費　

無
料

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

２
月

27
日
（
火
）
ま
で
に
四
條
畷
保

健
所
地
域
保
健
課
（
℡
８
７
８ 

・
１
０
２
１
）
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4月の集団健診（ゆうゆうセンター実施）
と　き 健（検）診名 対　　象 定員 結果報告 健（検）診内容

11 日（水） 総合健診B 40歳以上の人
※ 総合健診Bは、5月2日㈬・
7日㈪・8日㈫のいずれかの
結果説明会に参加できる人。

60人 説明会 ▽基本健康診査（必須）＋生活機能評価（65歳以上）

▽がん検診（胃・肺・大腸・前立腺）

▽女性がん検診（乳がん・子宮がん）
※女性のみ。

▽ B・C型肝炎ウイルス検査

▽骨粗しょう症検診

18日（水） 総合健診A 70人
郵　送

25日（水） 総合健診 F 40歳～ 64歳の女性 70人

11・18日 結核検診 65歳以上の人 20人

郵　送

胸部レントゲン

11・18・25日

骨粗しょう症検診 18歳以上の人 20人 骨密度検査
子宮がん検診 20歳以上の女性 20人 子宮頸部細胞診

乳がん検診 40 歳以上で、奇数年生
まれ（元号）の女性 15人 視触診＋マンモグラフィー

18・25日 39歳以下の基本健診 16歳～ 39歳の人 20人 基本健康診査（ゆうゆうセンターのみ実施）

健（検）診の対象と料金（70歳以上の人は無料、生活保護・市民税非課税世帯は事前申込で確認の上、無料）
健（検）診名 対　象 料　金 健（検）診名 対　　象 料　金

基本健康診査 16歳以上の人 1,000 円

B・C型肝炎
ウイルス検査

①  19 年 4 月 ～ 20 年 3 月 に 40、45、50、55、
60、65、70歳になる人

②過去に肝機能異常を指摘された人
③ 手術や出産時などに多量に出血し、定期的に肝機
能検査を受けたことのない人
※ 肝機能のことで治療中の人、肝炎ウイルス検査を
すでに受けた人は除きます。

1,000 円
　生活機能評価 65歳以上の人 無　料

胃がん検診 40歳以上の人 個別　 1,500 円
集団　　 600 円

大腸がん検診 40歳以上の人 600円
肺がん検診 40歳以上の人 600円 前立腺がん検診 50歳以上の男性 1,000 円
喀痰検査 40歳以上の人 600円 子宮がん検診

（子宮頸部細胞診）
20 歳以上の女性（医師が指示した場合の
み、子宮体部細胞診〈別途 600円〉） 600円

骨粗しょう症検診 18歳以上の人 1,000 円
結核検診 65歳以上の人 無　料 乳がん検診 40歳以上で、奇数年生まれ（元号）の女性 2,000 円
申し込み・問い合わせ　2月 20日（火）午前 9時から健康増進課

※各問い合わせ電話番号は、14ページの「電話番号案内」を参照してください。

検診名 現　行 4月から
基本健康診査 800円 1,000 円
胃がん検診
　（個別検診）
　（集団検診）

1,000 円
500 円

1,500 円
600 円

肺がん検診 400円 600 円
喀痰検査 500円 600 円
大腸がん検診 500円 600 円
骨粗しょう症検診 1,000 円（変更なし）

検診名 現　行 4月から

子宮がん検診
（子宮頸部細胞診）

500円 600 円
（子宮頸部細胞診は、
医師が指示した場合
のみ。別途 600円）

乳がん検診 2,000 円（変更なし）
前立腺がん検診 1,000 円（変更なし）
肝炎ウイルス検診 1,000 円（変更なし）
結核検診 無料（変更なし）

　

市
民
健
診
の

　

料
金
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
か
ら
、
市
民
健（
検
）診
の

料
金
を
左
表
の
と
お
り
改
定
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
４
月
に
発
行
す

る
「
平
成
19
年
度
わ
が
家
の
健
康

管
理
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

　

３
月
の
予
防
接
種

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

と 　

き　

３
月
８
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
２
時
45
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階

対 　

象　

生
後
３
か
月
〜
６
か
月

未
満

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ

た
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

※ 

予
診
票
は
会
場
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
。

※ 

生
後
６
か
月
を
過
ぎ
る
と
任
意

接
種
（
有
料
）
に
な
り
ま
す
。医

師
の
指
示
で
生
後
６
か
月
ま
で

に
接
種
で
き
な
い
人
は
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 
ひ
き
つ
け
（
け
い
れ
ん
）
を
起

こ
し
た
こ
と
の
あ
る
人
や
、
疾

患
な
ど
で
定
期
的
に
医
師
の
診

察
を
受
け
て
い
る
人
は
、
主
治

医
と
相
談
の
う
え
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※ 

ス
テ
ロ
イ
ド
剤
を
服
用
し
て
い

る
人
、軟
こ
う
を
塗
っ
て
い
る
人

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

　
 

講
演
会
「
地
域
で
い
き

い
き
暮
ら
す
た
め
に
」

　

お
年
寄
り
の
視
点
に
立
っ
て
関

わ
る
こ
と
の
重
要
性
と
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

２
月
20
日
（
火
）
午
後

２
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

多
目
的
ホ
ー
ル

対　

象　

市
内
在
住
の
人

参
加
費　

無
料

講 　

師　

神
戸
学
院
大
学
総
合
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
助
教

授　

備
酒
伸
彦
さ
ん

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

　

 

18
年
度
個
別
健
診
の

　

締
め
切
り

　

医
療
機
関
で
の
18
年
度
個
別
健

（
検
）診
実
施
は
、
２
月
28
日（
水
）

ま
で
で
す
。

　

未
受
診
の
人
は
、
早
め
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課
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響
い
て
く
る
、
管
楽
器
や
打
楽
器
の
に
ぎ

や
か
な
音
色
と
楽
し
い
リ
ズ
ム
。

　

今
回
は
、
青
年
の
家
を
拠
点
に
し
て
い
る

吹
奏
楽
団
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
か
た
す
い
」
を

訪
ね
、
ま
ち
の
音
楽
隊
を
目
ざ
し
た
演
奏
活

動
に
つ
い
て
、
団
長
の
三
原
孝
之
さ
ん
に
話

を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ 　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
か
た
す
い
と
は
、
ど
う

い
っ
た
楽
団
で
す
か
。

Ａ 　

交
野
市
内
に
は
、
社
会
人
や
学
生
が
参

加
で
き
る
吹
奏
楽
団
が
な
か
っ
た
た
め
、

中
学
校
の
吹
奏
楽
部
を
指
導
し
て
い
た
福

井
康
友
先
生
を
中
心
に
集
ま
っ
た
メ
ン
バ

ー
が
、
学
校
を
卒
業
し

た
後
も
演
奏
を
楽
し
め

る
場
所
を
作
ろ
う
と
、

平
成
８
年
に
前
身
の
吹

奏
楽
団
を
立
ち
上
げ
、

11
年
か
ら
現
在
の
名
称

で
演
奏
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

Ｑ 　

メ
ン
バ
ー
の
人
数
や
練

習
の
状
況
は
。

Ａ 　

10
代
〜
40
代
の
40
人
ほ

ど
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

毎
週
日
曜
日
の
午
前
９
時

30
分
〜
正
午
に
青
年
の
家

で
合
奏
な
ど
の
練
習
を
し

て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
を

連
れ
て
練
習
に
来
る
人
も

い
る
の
で
、
い
つ
も
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
が
漂

っ
て
い
ま
す
よ
。

Ｑ 　

具
体
的
な
活
動
の
内
容

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。Ａ 　

年
１
回
の
定
期

演
奏
会
や
交
野
ま

つ
り
で
の
演
奏
な

ど
、大
き
な
規
模
の

活
動
の
ほ
か
に
、近

隣
の
幼
稚
園
や
保

育
園
、老
人
施
設
な

ど
の
依
頼
に
応
じ

て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た

め
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、

聴
衆
に
合
わ
せ
て
ア
ニ
メ
ソ
ン

グ
や
ポ
ッ
プ
ス
、
映
画
音
楽
な
ど

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
演
奏

し
て
い
ま
す
。

Ｑ 　

そ
れ
が
、「
ま
ち
の
音
楽
隊
」の

ゆ
え
ん
な
ん
で
す
ね
。

Ａ 　

そ
う
で
す
ね
。自
分
た
ち
が
楽

し
む
た
め
の
活

動
で
は
あ
り
ま

す
が
、
７
年
ほ
ど
前
に

メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
、

自
分
の
子
ど
も
が
通
う

幼
稚
園
で
演
奏
が
で
き

な
い
か
と
提
案
し
た
の

が
、
依
頼
演
奏
を
始
め

た
き
っ
か
け
で
し
た
。

そ
れ
以
来
、
地
域
で
愛

さ
れ
る
楽
団
に
な
ろ
う

と
い
う
意
識
が
強
く
な

り
ま
し
た
。

Ｑ 　

演
奏
を
し
て
い
て

喜
び
を
感
じ
る
の
は
ど
ん
な
と
き
で
す

か
。

Ａ 　

例
え
ば
、
曲
に
合
わ
せ
て
思
わ
ず
子
ど

も
が
踊
り
出
し
た
り
、
お
年
寄
り
が
何
か

を
思
い
出
し
た
よ
う
に
聴
き
入
っ
て
い
た

り
と
、
私
た
ち
の
演
奏
が
人
の
心
に
届
い

て
い
る
な
と
感
じ
た
と
き
で
す
ね
。

Ｑ 　

最
後
に
今
後
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

Ａ 　

３
月
４
日
（
日
）

午
後
２
時
か
ら
星
の

里
い
わ
ふ
ね
で
、
記

念
す
べ
き
10
回
目
の

定
期
演
奏
会
を
開
き

ま
す
の
で
、
た
く
さ

ん
の
方
に
来
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
依
頼
演

奏
に
つ
い
て
も
、
で

き
る
だ
け
要
望
に
応

え
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
か
た
す
い
事

務
局
（
℡  
８
９
１
・
９
８
５
５
）
か
、
広
聴

広
報
課（
℡  
８
９
２
・
０
１
２
１
）

街
か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
か
た
す
い

「
地
域
に
愛
さ
れ
る

ま
ち
の
音
楽
隊
に
な
り
た
い
」 

Vol.31

団長の三原孝之さん

アンサンブルかたすい
第 10回定期演奏会

　3月 4日（日）午後 2時～（開場は午
後 1時 30 分）、星の里いわふね。吹奏
楽のコンサート（曲目は「ハムレット」
への音楽、笛吹きパンの物語、ブルー
タンゴほか）。入場無料。
問 い合わせ　アンサンブルかたすい事
務局（℡   891・9855）

依頼演奏ではお面をかぶることも

本番を控えて練習に熱が入ります
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市
民
Ｑ
＆
Ａ　

　
　
　
　
　
　

は
〜
い
！
こ
ち
ら
は
広
報
で
す

、

　　　　　　　　　　

Ｑ  　

議
会
を
傍
聴
す
る
に
は
、
ど
う
し

た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

Ｔ
さ
ん

Ａ 　

議
会
を
傍
聴
す
る
に
は
、
希
望
す

る
会
議
の
当
日
に
、
議
会
事
務
局
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
傍
聴
で
き
る
会

議
に
は
、本
会
議
と
委
員
会
が
あ
り
、

本
会
議
は
３
月
、
6
月
、
９
月
、
12

月
に
お
お
む
ね
20
日
間
前
後
を
会
期

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
日
程
に
つ

い
て
は
、
各
月
の
初
旬
に
議
会
事
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

 　

傍
聴
す
る
際
に
は
、
受
付
簿
に
住

所
・
氏
名
を
記
入
し
、
交
付
さ
れ
る

傍
聴
券
を
持
っ
て
、
傍
聴
し
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
会
議
を
妨
害
す
る

よ
う
な
拍
手
や
ヤ
ジ
、
議
場
内
で
の

飲
食
や
喫
煙
な
ど
は
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
傍
聴
券
と
一
緒

に
交
付
す
る
注
意
事
項
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

 　

本
会
議
の
傍
聴
席
は
50
席
あ
り
、

ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。
委
員

会
は
10
席
で
、本
会
議
と
は
異
な
り
、

開
催
時
に
委
員
長
が
傍
聴
の
許
可
を

は
か
り
ま
す
の
で
、
傍
聴
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
定
員

を
超
え
る
場
合
は
、
別
室
で
音
声
の

み
の
傍
聴
と
な
り
ま
す
。

　

 　

な
お
、
議
場
内
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
車
い
す
の

人
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

　

 　

み
な
さ
ん
の
声
を
市
政
に
直
接
反

映
す
る
議
会
を
、
ぜ
ひ
傍
聴
し
て
く

だ
さ
い
。

議
会
事
務
局
（
℡  
８
９
２
・
０
１
２
１
）

児　童　書

　
　今月は、人気絵本作家の一人、
五味太郎さんの絵本を紹介します。

「きんぎょが　にげた」
　　　　　　　　（福音館書店）
　
　「きんぎょが
にげた」「どこに 
にげた」で始ま
ります。金魚鉢
から逃げ出した
金魚が、カーテ
ンの柄や植木鉢
の中などいろんな場所に隠れます。
最後は仲間たちのいる水槽に隠れ
ます。さぁ、探せるでしょうか。
　ストーリーはありませんが、「こ
んどは どこ」の繰り返しの問いか
けと場面展開が楽しい絵本です。
絵はすみずみまでていねいに描か
れているので、何度見てもわくわ
くします。
　初めて見る子どもは真剣に金魚
を探しますが、何回か読んでいる
と得意げに金魚を見つけ出します。
ものの名前が分かってきたころに
何度でも一緒に楽しめる絵本です。
　ほかにも同作家のこのような絵
さがしの本は「たべたのだあれ」「か
くしたのだあれ」があります。

図書だより

問い合わせ
倉治図書館（℡   891・1825）、青年の家図書室（℡   893・4881）

一　般　書
ミイラくんあそぼうよ
　西川おさむ　PHP研究所
フェアリースノーの夢
　松本祐子　小峰書店
ベストフレンド
　堀直子　あかね書房
ひとつすこしたくさん
　トム・スローター　西村書店
幽霊屋敷を調査せよ！
　那須正幹　金の星社
オリビア　バンドをくむ　
　イアン・ファルコナー　あすなろ書房

ねずみくんとシーソー
　なかえよしを　ポプラ社

北リアス線の天使
　西村京太郎　光文社
きらめくジャンクフード
　野中柊　文藝春秋
奇跡の開運そうじ術
　小野十傳　学習研究社
いつもの野菜で薬膳する！
　加藤奈弥　講談社
日本に挑む中国
　古森義久　PHP研究所
やさしい離乳食
　池上保子　赤ちゃんとママ社
男の腹やせダイエット
　風本真吾　メディカルサロン

みなさんの疑問や
ご意見をお寄せください

　このコーナーは、市民のみなさ
んが市役所の仕事や手続きなどで、
日ごろから疑問に思っていること
を質問していただき、お答えする
コーナーです。
　はがきや封書、ファクス、メー
ルに住所、氏名、電話番号を必ず
記入して、広聴広報課へお寄せく
ださい。
送付先　
　 〒576－8501　交野市役所広聴
広報課「は～い！こちらは広報で
す」係
　℻   891・5046
　e-mail:kouhou@city.katano.osaka.jp
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福交野の戎さん
　1月 9日（火）～ 11日（木）、交野戎（住吉神社）と星
田戎（星田神社）が開かれ、ご祈祷が始まるころには多
くの参拝客たちでにぎわいました。
　また、1月 9日には交野戎の福娘たちが市役所を訪
れ、「市民のみなさんに福が授かりますように」との思
いを込めて、中田市長に福笹を贈りました。

AA L BB U M
あ る ば む

なわ跳びにチャレンジ！
　12月 23 日（祝）、星田西体育施設で長縄・短縄跳び
の講習会が行われ、幼稚園児や小学生 24人が参加しま
した。
　日本ロープスキッピング連盟の池川佳志さんの指導
で、なわ跳びの基本から難しい技まで楽しみながら挑
戦していました。
　参加した子どもたちは、この講習会の成果を友達に
見せてあげたいと張り切っていました。

新しい門出を祝って
　１月８日（祝）、星の里いわふねで成人式「二十
歳のつどい」が行われ、市内では、838 人（男性
439 人、女性 399 人）が、新しい希望の門出を祝
いました。
　新成人を代表して中西拓さんが誓いのことばを力
強く述べ、舞台上では、ライブ演奏や記念撮影も行
われ、新成人たちは、和気あいあいと歓談していま
した。

冬のバードウオッチング
　12月 17日（日）、「冬のバードウオッチング」が、
野鳥好きの市民 30人の参加で河内磐船駅からスタ
ートしました。
　交野野鳥の会会長の渡辺晋一郎さんを先頭に、野
鳥を観察しながらかいがけの道を登り、最終目的地
である白旗池で池に来ている渡り鳥を観察しまし
た。
　参加者たちは、お目当てのノスリやオシドリを観
察でき、大満足の様子でした。
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AA L BB U M
おりがみで季節を感じよう
　12月 16 日（土）、倉治図書館で、親子 23人が参加
して「親子おりがみ教室」が開かれました。
　歴史民俗資料展示室の吉光絹代さんと、文化財事業
団の李聖子さんを講師に、折り鶴から始め、クリスマス
リース・はし袋・いのししと、年末年始にふさわしい
おりがみにチャレンジしていました。
　手際よくおりがみを折る大人の横で、子どもたちも
大人顔負けの手際のよさで折り、親や講師陣を驚かせ
ていました。

親子でしめなわづくり
　12月 16日（土）、ゆうゆうセンターで、毎年恒例とな
ったしめなわづくりが行われ、夫婦や親子など 60組の
人たちが参加しました。
　古文化同好会のみなさんの指導のもと、わらの束を木
槌で打って柔らかくして組んでいき、約 1時間 30分で
見事なしめなわがつくられました。
　参加した若いお母さんからは「初めての体験なので、
本当に楽しかったです」との感想が聞かれました。

街
で
見
か
け
た　

　

ち
ょ
っ
と
良
い
話

自
然
と
感
動
の
出
合
い
求
め
て

１
日
の
始
ま
り
は　

交
野
山
登
山　

　
　
　
　
　

年
間
３
０
０
回
突
破
！

　

郡
津
１
丁
目
に
在
住
の
井
上
統

弘
さ
ん
（
67
歳
）
が
、
ほ
ぼ
１
年
間
に

３
０
０
回
の
交
野
山
登
山
を
達
成
し
、

今
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

き
っ
か
け
は
、
奥
さ
ん
の
直
子
さ

ん
が
立
山
連
峰
登
山
の
準
備
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
で
、
交
野
山
登
り
で
基
礎

体
力
づ
く
り
に
励
ん
で
い
た
の
に
同

行
し
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

　

毎
朝
５
時
に
自
宅
を
出
て
、
６
時

に
は
山
頂
に
つ
く
道
程
で
、
山
頂
で

は
観
音
岩
に
立
ち
、
真
っ
先
に
自
宅

を
確
か
め
、
周
囲
を
見
渡
し
、
晴
れ
た

日
に
は
、
遠
く
大
阪
港
を
望
む
景
色

が
た
ま
ら
な
く
、
ま
た
、
白
旗
池
に
渡

来
す
る
渡
り
鳥
の
オ
シ
ド
リ
な
ど
に

感
動
を
お
ぼ
え
、
時
間
を
忘
れ
見
と

れ
る
こ
と
も
。急
な
坂
道
も
、
樹
木
や

草
花
が
、
四
季
折
々
に
美
し
い
色
彩

の
変
化
で
後
押
し
し
て
く
れ
る
の
で
、

疲
れ
も
ふ
っ
飛
び
、
登
山
を
続
け
ら

れ
る
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

山
登
り
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、

自
然
へ
の
思
い
や
り
。
草
木
を
折
っ

た
り
、
持
ち
帰
ら
な
い
と
い
う
基
本

を
守
り
、
ご
み
を
見
つ
け
た
ら
拾
っ

て
持
ち
帰
り
、
火
の
用
心
は
特
に
気

を
つ
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
山
歩
き
は
、
登
り
優
先
が
基

本
。す
れ
違
う
人
に
「
お
は
よ
う
」
と

声
を
掛
け
る
。で
も
最
近
、
そ
ん
な
当

た
り
前
の
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
人

を
、
ち
ら
ほ
ら
見
か
け
る
こ
と
が
あ

り
、
そ
ん
な
と
き
は
さ
み
し
く
感
じ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

広
報
レ
ポ
ー
タ
ー　

田
中　

寔

白
旗
池
の
前
で
記
念
撮
影
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かたの歴史探訪

歴史民俗資料展示室へようこそ

かたの歴史探訪
獅
し し く つ じ

子窟寺
　

私
の
家
か
ら
歩
い
て
25
分
の
と

こ
ろ
に
あ
る
獅
子
窟
寺
、
と
き
ど

き
気
が
向
い
た
と
き
に
お
参
り
を

し
ま
す
。

　

お
寺
へ
の
参
道
は
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
に
も
な
っ
て
い
て
、
春
は

サ
ク
ラ
・
ツ
ツ
ジ
、夏
は
サ
ツ
キ
・

ホ
ト
ト
ギ
ス
、
秋
は
紅
葉
が
楽
し

め
ま
す
。ま
た
、
境
内
か
ら
の
眺

め
も
す
ば
ら
し
く
、
本
堂
で
参
拝

し
た
後
は
、
石
段
を
上
っ
て
獅
子

岩
や
辨べ
ん
て
ん
い
わ

天
岩
、
三
十
三
観
音
め
ぐ

り
や
龍り
ゅ
う
が
ん
く
つ

岩
窟
な
ど
を
巡
る
の
も
良

い
で
し
ょ
う
。

　

今
回
は
そ
ん
な
獅
子
窟
寺
を
取

り
上
げ
、
そ
の
歴
史
や
、
獅
子
窟

寺
と
そ
の
周
辺
に
残
さ
れ
て
い
る

文
化
財
、
歴
史
民
俗
資
料
展
示
室

に
あ
る
土
器
を
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

獅
子
窟
寺
の
歴
史

　

獅
子
窟
寺
は
寺
伝
に
よ
る
と
、

奈
良
時
代
に
修
験
道
の
開
祖
と
言

わ
れ
る
役え
ん
の
お
づ
ぬ

小
角
の
開
基
で
、
聖
武

天
皇
（
７
２
４
〜
７
４
９
年
）
の

こ
ろ
に
行ぎ
ょ
う
き基
と
い
う
僧
が
堂
塔
を

建
て
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
平
安
時
代
の
初
め
に
真
言

宗
の
開
祖
、
空く
う
か
い海
が
獅
子
窟
寺
で

修
法
さ
れ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

文
献
に
は
平
安
時
代
の
終
わ
り

ご
ろ
に
「
獅し
し
の
い
わ
や

子
石
屋
」
と
し
て
見

え
、
当
初
は
修
験
の
た
め
の
霊
場

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

鎌
倉
時
代
に
は
、
静せ
い
に
ん
ほ
う
し
ん
の
う

仁
法
親
王

や
、
そ
の
甥
の
亀
山
上
皇
な
ど
が

寺
を
訪
れ
る
な
ど
皇
室
と
の
つ
な

が
り
が
深
く
な
り
、
寺
は
い
っ
そ

う
大
き
く
な
り
ま
す
。室
町
時
代

に
は
、
12
の
子
院
を
持
つ
大
寺
院

へ
変
貌
し
ま
す
。

　

し
か
し
、元げ
ん
な和
元
年（
１
６
１
５

年
）、
徳
川
家
が
豊
臣
家
を
滅
ぼ

し
た
戦
い「
大
坂
の
役
」で
、
獅
子

窟
寺
は
豊
臣
方
か
ら
加
勢
を
命
じ

ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
に
従
わ
ず
、

焼
き
払
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

獅
子
窟
寺

　

そ
の
後
、
江
戸
時
代
に
光こ
う
え
い
お

影
和

尚し
ょ
うに
よ
っ
て
再
建
さ
れ
ま
す
が
、

大
寺
院
の
こ
ろ
の
10
分
の
１
に
も

お
よ
ば
な
い
大
き
さ
で
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

国
宝
の
薬や

く
し
に
ょ
ら
い
ざ
ぞ
う

師
如
来
坐
像

　

獅
子
窟
寺
本
尊
の
薬
師
如
来
坐

像
は
、
昭
和
43
年
３
月
16
日
に
国

宝
に
指
定
さ
れ
た
、
平
安
時
代
の

弘
仁
期
（
８
１
０
〜
８
２
４
年
）

の
代
表
作
で
す
。

　

薬
師
如
来
と
は
、
文
字
ど
お
り

「
薬
師（
医
師
）」の
仏
さ
ま
で
、
西

方
浄
土
の
教
主
で
あ
る
阿
弥
陀
如

来
の
ち
ょ
う
ど
対
極
の
、
東
方
浄

土
に
住
む
仏
さ
ま
で
す
。

　

寺
伝
に
よ
り
ま
す
と
、
こ
の
仏

像
は
一い
っ
と
う
さ
ん
れ
い

刀
三
礼
（
１
回
彫
る
た
び

に
仏
像
を
３
回
拝
む
彫
り
方
）
し

な
が
ら
、
３
年
３
か
月
の
歳
月
を

か
け
て
、
行
基
菩
薩
が
刻
ま
れ
た

像
で
、
特
に
授
乳
の
ご
利
益
が
あ

る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

高
さ
は
92
㌢
、眉
、切
れ
目
、口

唇
な
ど
と
、
衣
文
の
鋭
い
翻ほ
ん
ぱ
よ
う

波
様

式し
き

の
模
様
に
平
安
時
代
初
期
の

特
徴
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、
薬
師

如
来
は
通
常
薬や
っ
こ壷
を
持
つ
の
で

す
が
、
こ
の
像
は
珍
し
く
宝ほ
う
じ
ゅ珠
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

獅
子
窟
寺
が
焼
き
払
わ
れ
た
と

き
も
、
こ
の
像
は
獅
子
窟
寺
の
子

院
の
ひ
と
つ
で
あ
る
塔
た
っ
ち
ゅ
う
き
っ
し
ょ
う

頭
吉
祥

院い
ん

の
僧
が
大
和
ま
で
か
つ
い
で
運

び
出
し
た
た
め
、
焼
失
せ
ず
現
存

し
て
い
ま
す
。

薬師如来坐像
※現在、改修工事のため、公開していません。
問い合わせ　文化財事業団（℡   893・8111）
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王
の
墓

お
経
が
２
行
１
単
位
で
21
回
も
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

お
経
の
内
容
を
要
約
す
る
と

「
大
日
如
来
の
諸
力
に
よ
っ
て
、

死
よ
り
の
恐
怖
を
破
壊
し
、
も
し

こ
の
死
者
が
地
獄
に
堕
ち
苦
し
ん

で
い
る
場
合
で
も
、
光
明
真
言
の

力
で
地
獄
を
破
り
脱
し
、
極
楽
往

生
へ
転
生
す
る
よ
う
に
願
う
」
と

い
う
内
容
で
す
。

　

も
と
は
土ど
し
ゃ
か
じ

砂
加
持
（
土
砂
を
清

め
、
法
力
を
付
与
す
る
も
の
）
の

際
に
使
用
さ
れ
る
容
器
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
後
に
蔵
骨
器
に
転
用

さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
土
器
で
、

平
成
12
年
に
交
野
市
指
定
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
蔵
骨
器
は
、
高
さ

亀
山
上
皇
と
王
の
墓

　

獅
子
窟
寺
へ
の
山
道
の
途
中
、

仁
王
門
跡
の
石
組
み
が
あ
り
ま

す
。そ
こ
を
左
に
曲
が
っ
て
山
道

を
下
り
１
０
０
㍍
ほ
ど
進
ん
だ
と

こ
ろ
に
「
王
の
墓
」
と
呼
ば
れ
る
亀

山
上
皇（
亀
山
院
と
も
い
う
）と
皇

后
の
供
養
塔
が
２
基
並
ん
で
い
ま

す
。こ
の
亀
山
上
皇
は
、
私
市
と
つ

な
が
り
の
深
い
上
皇
で
、
獅
子
窟

寺
の
薬
師
如
来
に
病
気
の
回
復
を

祈
願
し
、
そ
の
ご
利
益
で
病
気
が

治
っ
た
上
皇
は
大
喜
び
し
、
滞
在

し
た
場
所
に
観
音
寺（
現
在
の
廃

千
手
寺
）
や
そ
の
寺
を
管
理
す
る

た
め
の
田
を
寄
進
し
ま
し
た
。

　

現
在
こ
の
地
域
に
あ
る「
院い

で田
」

と
い
う
地
名
は
、
こ
の
名
残
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

極
楽
往
生
を
願
う
蔵
骨
器

　

こ
の
亀
山
上
皇
と
皇
后
の
供

養
塔
が
あ
る
付
近
は
「
百も
も
え重
が

原は
ら

」
と
呼
ば
れ
、
こ
こ
の
周
辺
か

ら
、
２
個
の
蔵
骨
器（
骨
壺
）が
出

土
し
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
真
言
を
刻
ん
だ
「
梵ぼ
ん
も
ん文

光こ
う
み
ょ
う
し
ん
ご
ん
こ
く
め
い
が
し
つ
ど
き

明
真
言
刻
銘
瓦
質
土
器
」
と
言

わ
れ
る
室
町
時
代
の
蔵
骨
器
で

す
。
大
き
さ
は
高
さ
16
・
９
㌢
、

口
径
21
㌢
で
、
器
の
表
面
に
は
細

か
い
錐
状
の
工
具
で
浄
土
変
真
言

や
光
明
真
言
な
ど
の
あ
り
が
た
い

23
・
５
㌢
、
口
径
20
・
６
㌢
の
火

消
壷
形
で
、
内
部
に
は
火
葬
骨
が

納
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
蔵
骨
器
も
王
の
墓
を

中
心
と
す
る
中
世
墓
地
に
埋
葬
さ

れ
、
死
者
を
地
獄
か
ら
救
う
葬
送

の
形
が
立
体
的
に
造
ら
れ
て
お

り
、
鎌
倉
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
の

葬
送
様
式
が
分
か
る
大
変
貴
重
な

も
の
で
す
。

　

今
回
紹
介
し
た
王
の
墓
周
辺

は
、
交
野
古
文
化
同
好
会
の
有
志

が
毎
年
お
正
月
と
お
盆
の
年
２
回

の
清
掃
活
動
を
30
年
間
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

鎌
を
手
に
雑
草
を
刈
り
、
熊
手

で
落
葉
を
掃
き
取
り
、
青
竹
で
花

筒
を
造
っ
て
墓
前
に
非び
し
ゃ
こ榊
が
供
え

ら
れ
ま
す
。

　

現
在
の
静
寂
に
満
ち
た
神
々
し

い
雰
囲
気
も
、
こ
の
よ
う
な
地
道

な
活
動
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
展
示
室

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
解
説
員

村
田
義
朗

獅子窟寺、岩場めぐりコース
（獅子窟寺のしおりから）

梵
文
光
明
真
言
刻
銘
瓦
質
土
器

蔵
骨
器

墓
地

み
ろ
く
岩

八
丈
岩

三
丁い

わ
や
橋

団
地

私
市
駅

河
内
森

至
枚
方
市

王
の
墓

（注）徒歩で寺院まで約 40 分の山頂

（ここから山道）

獅子窟寺

獅子岩
展望台 辨天岩

至月輪の滝

龍岩窟

鏡岩

6丁（ここから山道）

至長尾
河内磐船

団
地
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法律相談（弁護士）
　 毎週月曜・木曜日14時～16時、市役所別館、定員4人
（予約制）
　 法律相談の予約は相談日の1週間前（休日の場合はその
翌日）の9時30分から電話で広聴広報課（℡ 892・0121）
土地建物相談（不動産鑑定士）
　13日（火）13時30分～16時30分、市役所別館
税相談（税理士）
　21日（水）13時～16時、市役所別館
行政相談（総務省行政相談委員）
　10日（土）倉治図書館、16日（金）市役所別館、いずれ
　も13時30分～16時
年金なんでも相談（社会保険労務士）
　 27日（火）13時～16時、倉治図書館
行政書士市民無料相談（行政書士）
　28日（水）13時～15時、市役所別館
※問い合わせ　広聴広報課（℡ 892・0121）

心身障がい者福祉相談（身体・知的障害者相談員）
　 第1・3水曜日13時～16時、ゆうゆうセンター
身体障がい者・知的障がい者・精神障がい者でんわ相談
　（社会福祉士、精神保健福祉士）
　 毎日9時～正午と13時～ 17時30分
知的障害児（者）相談支援センター「てら、サポ」（社会福祉士）
　毎週月・金曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
精神障害者地域生活相談センター「みのり」（精神保健福祉士）
　毎週水曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
障害者相談支援センター「かたの」（ピアカウンセラー）
　 毎週火・木曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
※ 問い合わせ　障がい福祉課（℡ 893・6400　℻ 891・6241）
でんわ高齢者福祉相談（保健師、看護師、社会福祉士）
　 毎日9時～正午と13時～17時30分、ゆうゆうセンター
内地域包括支援センター（℡ 893・6423）
※ 問い合わせ　社会福祉協議会（℡ 893・6400）
健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　2日（金）と16日（金）13時30分～15時、青年の家
　13日（火）と27日（火）10時～11時30分、ゆうゆうセンター
でんわ健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　 毎日9時～正午と13時～17時（℡ 893・6405）
※問い合わせ　健康増進課（℡ 893・6405）
母子相談（母子自立支援員）
　 毎週金曜日9時～正午と13時～16時30分、ゆうゆう
センター　事前に連絡してください。
※問い合わせ　社会福祉課（℡ 893・6400）

消費者相談（消費生活専門相談員）
　 毎日9時30分～正午と13時～16時、市役所本館2階
（℡891・5003）
就労支援相談（就労支援コーディネーター）
　 毎週月曜日13時～16時と水曜・金曜日10時～
正午と13時～16時、市役所本館2階（℡ 892・0121）

※問い合わせ　商工観光課（℡892・0121）
心配ごと相談（民生児童委員）
　 毎週水曜日14時～16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉協議会（℡893・6400）
園芸相談（農とみどり課職員）
　第3木曜日13時～16時、市役所別館
※問い合わせ　農とみどり課（℡892・0121）

女性相談（女性相談員）
　8日（木）14時～16時30分、ゆうゆうセンター2階、定員
　3人（予約制）、予約は電話で人権政策室（℡ 892・0121）
人権相談（人権擁護委員）
　15日（木）14時～16時30分、ゆうゆうセンター 2階
人権相談（人権相談員）
　 毎日10時～正午と13時～16時、市役所本館２階
※問い合わせ　人権政策室（℡ 892・0121）

教育相談（教育相談員）
　 毎日10時～16時、長宝寺小学校内教育センター
※問い合わせ　教育センター（℡ 892・8203）
進路選択支援相談（進路選択支援相談員）
　毎週木曜日正午～18時、青年の家学務課
※問い合わせ　学務課（℡810・0522）
こども相談（家庭児童相談員）
　 毎日10時～17時30分、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉課（℡ 893・6400）
子育て支援センター「いちばんぼし　くらぶ」（保育士）
　 来所＝毎週火・水・木曜日13時～16時、電話＝毎日9時～
17時、子育て支援センター（星田3－10－8　星田保育園内）
※問い合わせ　子育て支援センター（℡891・1793）

資源ごみ　月 1回
　ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45 分
　までに各ステーションへ出してください。
空缶・空ビン・
ナベ・乾電池など 　　 収 集 地 区　　

新聞紙・雑誌・
段ボールなど

2月   7 日
（第 1水曜）

私部・私部南・私部西・青山・
向井田・私市・私市山手

2 月 14 日
（第 2水曜）

2 月  14 日
（第 2水曜）

星田・星田北・星田西・南星台・
妙見坂・妙見東・星田山手

2 月 21 日
（第 3水曜）

2 月  21 日
（第 3水曜）

幾野・倉治・東倉治・神宮寺・寺・
寺南野・森北・森南・傍示

2 月 28 日
（第 4水曜）

2 月  28 日
（第 4水曜）

郡津・梅が枝・天野が原町・
藤が尾・松塚

2 月  7 日
（第 1水曜）

2月のごみ収集日
問い合わせ　環境事業所（℡892・2471）

粗大ごみ予約受付センター（℡891・5
ご

3
み

7
な

4
し

　午前 9時～午後4時）
※間違い電話が多発しています。電話番号は正確にお願いします。

普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）週 2回
　ごみは決められた日の午前 8時 45 分までに各
　普通ごみステーションへ出してください。

曜日 　 　 収 集 地 区 　 　

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森北・森南（私
市の一部を含む）・幾野・天野が原町・青山・向
井田・行殿・浜の池・梅が枝・松塚・寺・寺南野・
私部西・駅前住宅（私部長砂町を含む）

火
・
金

私部・私部南・南星台・星田山手・星田・妙見坂・
星田北・星田西・藤が尾・私市・私市山手・妙
見東

可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月 4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月 4点以内）は、粗
大ごみ予約受付センターへ申し込みが必要です。受付期間は各収集日の 1か月前～ 1週間前です。（詳しくは「家庭
ごみの出し方マニュアル」をご参照ください。）

法　

律
・
行　

政

子
育
て
・
教　

育

人　

権

暮　

ら　

し

健　

康
・
福　

祉

２月の相談室
※いずれも土曜（行政相談を除く）・日曜日と休日を除きます。

育児相談（主任保育士・園長）
　毎週火・水・木曜日13時～15時、倉治保育園
※問い合わせ　倉治保育園（℡ 891・1116）
でんわ育児相談（園長補佐・主任保育士）
　毎週水曜日　あまだのみや幼児園（℡ 892・1351）
　毎週木曜日　あさひ幼児園（℡ 892・0206）
　毎週金曜日　くらやま幼児園（℡ 892・8433）
　いずれも13時～15時
※問い合わせ　各幼児園
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  大会結果　●●●

［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です

みんなのページ

  善　　意　●●●

  ハイキング　●●●

中之島から大阪城へ
　2月 24 日（土）午前 8時 30
分河内磐船駅集合。雨天中止。
京橋－北新地－フェスティバ
ルホール －大阪市役所－中の島
－天満天神－大阪城－NHK－
灘波宮。一般向き 8㌔。参加費
200 円。交通費 700 円。［問］鶴
園さん（℡   891・6002）

千光寺から生駒ぼくらの広場
　3月 10日（土）午前 8時河内
磐船駅集合。雨天中止。新田辺
－西大寺－生駒－元山上口－千
光寺－鳴川峠－ぼくらの広場－
枚岡駅。一般向き 10㌔。参加費
200 円。交通費 2,000 円。［問］
鶴園さん（℡   891・6002）
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第 36回連盟杯卓球大会
　12 月 3 日（日）、いきいきラ
ンド交野で 145 人が参加して
開かれました。優勝者は下記の
とおり。敬称略

▽混合ダブルス 1部
　日野秀隆・山口光江

▽混合ダブルス 2部
　藤井栄・桜川幸代

▽男子シングルス 1部
　岡野光和　

▽男子シングルス 2部
　野嶋隆男

▽女子シングルス 1部
　木全文子

▽女子シングルス 2部
　山本千鶴子

▽中学生男子 1年シングルス
　郷田拓実

▽中学生女子 1年シングルス
　川辺千尋

▽中学生男子 2年シングルス

善意銀行
　社会福祉協議会の善意銀行
に、預託していただきました。

▽ 倉治の新庄滋商店から1万円

▽ 松塚の岡本功さんから6万円

▽  JA 北河内女性会交野支部か
ら 1万円

▽ 北向地蔵講代表の谷敏代さん
から 30万円

▽ 手話サークル天の川からふ
れあい広場での収益の一部
5,000 円

▽ 千成ヤクルト販売㈱からヤク
ルトラーメン 150食（市内の
作業所に配布）

寄　付
　国際ソロプチミスト大阪－
交野から、12 月のこどもゆう
ゆうセンタークリスマス会に 5
万円相当のおもちゃを寄付して
いただきました。

　村岡貴文

▽中学生女子 2年シングルス
　吉村美穂
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分～ 4時、ゆうゆうセンター 4
階多目的ホール。ヨガのあと、
ゲストを招いて歌のコンサート
があります。動きやすい服装で。
当日参加可。参加費大人 500
円、小学生以上 300 円。［問］桜
井さん（℡   892・6831）

国際交流の集い－ひなまつり－
　3月 3日（土）正午～午後 3
時30分、ゆうゆうセンター3階。
おやつ・手作り雛・落語・易し
い古典。定員約40人。参加費は
外国人 200円、日本人 500円。
主催はPLANET。［申・問］田中
さん（℡  ・℻   893・1577）か、
奥村さん（℡  ・℻   892・8654）

交野ステンドグラス同好会作品展
　3月 5日（月）～ 7日（水）午
前 10 時～午後 4時、信用金庫
3階（私部西 1－ 4－ 20 建物
裏口からエレベーターで3階）。
［問］扇田さん（℡   891・8627）

ストーリーテリング研修会
　3月 6日（火）午前 10 時～、
倉治図書館。子どもに語る「お
はなし」を覚えて発表し、批評
しあう。大人向け。聞くだけの
人も歓迎。講師は大谷朝さん。
参加費無料。保育あり（2歳以
上1人500円で2月28日（水）
までに要予約）。［申・問］木曽
さん（℡   892・1433）

卓球教室
　3 月 18 日（日）午前 9 時～
午後 1時、いきいきランド交野
メインアリーナ。卓球の基本・
応用の指導および実践。参加費
一般 500 円、ジュニア無料。上
靴持参。主催は交野市卓球連盟
［申］直接会場［問］畑中さん（℡  
892・3813）

植物園観察会「ウメ」

　大阪市立大学理学部附属植物園に育成している梅の木 100 本
（約 40品種）の観察会を開きます。中には「鶯

おうしゅくばい

宿梅」や「源
げんぺい

平」、
「さんご」など珍しい品種もあり、毎年 2月初旬から咲きはじめ、
品種によって 3月下旬ごろまで楽しむことができます。
と　き　2月 24日（土）午後 1時 30分～ 2時 30分（雨天中止）
ところ　大阪市立大学理学部附属植物園
入園料　350円（中学生以下無料）
主　催　大阪市立大学理学部附属植物園
［申］当日直接会場
［問 ］同植物園（℡   891・2059　℻   891・2101　e-mail:b-gard
en@sci.osaka-cu.ac.jp）

歌のひろば
　月 1 回〈次回は 2 月 13 日

（火）〉午後 1時～ 3時、青年の
家 3 階 302 号室。童謡、唱歌、
昔歌声喫茶で歌った歌など、懐
かしい歌を一緒に歌いましょ
う。会費 1,000 円。［申］直接
会場［問］小林さん（℡   894・
0274）

日本舞踊・新舞踊
　月 3 回金曜日午後 1 時～ 4
時 30 分、ゆうゆうセンター 3
階。日本舞踊・新舞踊を学びま
せんか。2 月のお稽古は新舞
踊「恋舞台」です。指導は音羽流
教授の音羽菊初幸さん。月会費
3,000 円。［申・問］三嶋さん（℡  
891・7187）

子ども体育あそび
　4 月から月 3 回午前 10 時
30 分～ 11 時 30 分、火曜クラ

第17回「春をよぶみんなのコンサート」

　北河内の作業所や施設などの仲間が一堂に集い、演奏発表やカ
ラオケなどを楽しみ交流を深める音楽会を開きます。気軽にご参
加ください。
と　き　2月 24日（土）午後 0時 30分～ 4時
と ころ　門真市民文化会館ルミエールホール　大ホール（門真市
末広町 29－ 1）
入場料　無料
［問］　大阪府立守口養護学校（℡   06・6993・2810）

スはゆうゆうセンター（水曜
に変更となる回もあり）金曜ク
ラスはいきいきランド。月会費
3,000 円。［申］2 月末日まで
に往復はがきで川上さん（星田
1 － 16－ 5）［問］川上さん（℡  
892・7273）

マミーズコーラス
　月 1回、青
年の家。日ご
ろ自分の時間
を持てないマ
マ、ストレス発
散も兼ねて歌
を歌いません
か。子どもが一緒でも大丈夫で
す。もちろんただ歌を歌いたい
人もOK！月会費はコピー代と
会場費。［問］磯部さん（℡   810・
8785）
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屋川市池田中町 17 － 8）。テ
ーマは「ことばへの気づきを育
てる言語教育」。講師は慶應義
塾大学教授の大津由紀雄さん。
［問］摂南大学外国語学部（℡  
839・9195）

第 3バザー
　2月 17日（土）午前 10時～
午後 4時、作業所クローバー。
衣類・陶器・小物など、掘り出
し物がいっぱいです。ぜひお越
しください。［問］上野さん（℡  
894・4822）

廃油回収
　2月 17 日（土）午前 9時 30
分～ 10 時 30 分、市内 19 か
所。時間内に持参してください。
空き容器は持ち帰りください。
［問］交野市消費生活問題研究
会の代永さん（℡   892・8568）

音楽劇「ちゅうたのくうそう」
　2月 17 日（土）午後 2時～、
枚方市民会館大ホール。東京演
劇アンサンブルによる楽しい
舞台を見ませんか。幼児～小学
生向け。入会金 100 円、会費
1,200 円（4歳以上）。［申・問］
交野おやこ劇場（℡  ・℻   893・
4960　月・水・金曜日午前 10
時～午後 2時）

交野発国際親善の輪
　2 月 18 日（日）午後 2 時～
4時、ゆうゆうセンター体験学
習室ほか。フィリピンの紹介。
舞踊、ファッションショー、名
所、料理と食材。講師はマブハ

イコミュニティ。参加費 500
円。［申］長谷川さん（℡   090・
9868・7486 番号通知で）か、
香川さん（e-mail:maki-genki.wa
owao@ezweb.ne.jp）

2007「春の写真展」
　2 月 24 日
（土）～ 3 月
4日（日）午前
9 時 30 分～
午後 5時（月
曜日は休館、
3 月 4 日 は
午後 4時まで）、青年の家 1階
ロビー。会員の作品約 40 点を
展示。主催はかたの写真同好会。
［問］千間さん（℡   891・8988）

桜ふれ愛コンサート 2007
　2月 25日（日）午後 1時～ 3
時 30 分、ゆうゆうセンター 4
階交流ホール。よさこい踊り、
シルバーコーラス、桜療法室の
演奏など。協力券 500 円（当日
は 700 円）。主催はおおさか音
楽療法桜［問］桜代表の戎屋さ
ん（℡  ・℻   859・5537）

第19回交野歌謡フェスティバル
　2月 25日（日）午前 11時～
午後 4時 30 分、星の里いわふ
ね。市内 3 教室合同による歌
唱発表。お楽しみ抽選会もあり
ます。入場無料。主催は交野歌
謡フェスティバル実行委員会。
［問］矢寺さん（℡   891・5282）

ヨガとミュージックを楽しむ集い
　2月 25 日（日）午後 1時 30
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はなきんくらぶ
　2月 2日・23日（金）午後 1
時 30分（開場）～ 4時、ホーム
明星（星田 8－ 6－ 7）。カラオ
ケ・囲碁・将棋など。対象は市
内在住の 60 歳以上の人。参加
費無料（喫茶は有料）。主催は（社
福）豊年福祉会［問］浜崎さん
（℡   894・1798）

家族と共に語る地域の環境
　2月 10 日（土）午後 1時 30
分、ゆうゆうセンター 4階。地
域の環境についての研究発表
会。参加費無料。主催は交野ロ
ータリークラブ。［申・問］交
野ロータリークラブ（℡   893・
3700）

四條畷高校吹奏楽部定期演奏会
　2 月 11 日
（日）午後 5
時 30 分（ 開
場）、大東市
立総合文化
センター大ホ
ール。曲目は
「Make A Joyful Noise!」「シ
ンフォニア・ノビリッシマ」な
ど。入場料 500 円。［問］四條
畷高等学校吹奏楽部（℡   877・
0004）

摂南大学　英語教育フォーラム
　2月 13日（火）午後 4時～ 6
時、摂南大学寝屋川キャンパス
10 号館 3階プチテアトル（寝

人口と火災・救急
12 月末の市の人口（前月比）

　　人　口　79,656 人　（＋   67）
　　　男　　39,019 人　（＋   23)
　　　女　　40,637 人　（＋　44）
　　世帯数　30,095      （＋   17）

12 月の火災と救急
火災   2 件 　　救急　282件

　　　※毎月 1日の正午、点検のため消防
　サイレンを鳴らします。
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う
に
な
っ
た
と
言
わ

れ
、
そ
の
木
彫
り
の
玩
具
は
、
天
満
宮
で
行

わ
れ
る
鷽う

そ
か
え
し
ん
じ

替
神
事
で
用
い
ら
れ
る
縁
起
物
で

す
。こ
れ
は
ウ
ソ
で
は
な
く
本
当
の
話
で
す
。

大
き
さ
は
ス
ズ
メ
よ
り
一
回
り
大
き
い
16
㌢

で
、
オ
ス
の
ほ
お
と
、
の
ど
は
紅
色
を
し
て

お
り
、
ふ
っ
く
ら
と
愛
ら
し
い
姿
を
し
て
い

ま
す
。

　

春
先
、
梅
や
桜
の
花
芽
を
好
ん
で
食
べ
、

冬
鳥
と
し
て
交
野
で
も
ゴ
ル
フ
場
の
桜
並
木

な
ど
で
見
ら
れ
ま
す
。


